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▶フォトレポート ひみつの花火
▶王寺町が住みここちランキング
　全国１位になりました

王
寺
駅
開
業
１
３
０
周
年

鉄
道
の
ま
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王
寺
の
軌
跡
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昭和 40 年頃の王寺駅ホームの写真。天王寺方
面から機関車が来るのがわかります。
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広報おうじ「王伸」の文字は、読みや
すくデザインされた、ユニバーサルデ
ザインフォントを使用しています。
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昭
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）

１
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７
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（
昭
和
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）

１
９
７
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（
昭
和
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）

１
９
８
０
（
昭
和
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）

１
９
８
２
（
昭
和
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）

１
９
８
７
（
昭
和
62
）

２
０
０
４
（
平
成
16
）

２
０
１
５
（
平
成
27
）

２
０
１
９
（
平
成
31
）

２
０
２
０
（
令
和
２
）

大
阪
鉄
道
王
寺
・
奈
良
間
が
開
通
し
、
王
寺
駅
が
開
業

大
阪
鉄
道
稲
葉
山
・
王
寺
間
お
よ
び
大
阪
鉄
道
王
寺
・
高
田
間
が
開
通

亀
の
瀬
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
、
大
阪
鉄
道
湊
町
・
奈
良
間
が
全
通

大
阪
鉄
道
が
関
西
鉄
道
に
合
併
さ
れ
る

関
西
鉄
道
が
政
府
に
買
収
さ
れ
国
有
鉄
道
（
国
鉄
）
と
な
る

王
寺
駅
の
拡
張
に
と
も
な
い
駅
舎
が
建
て
替
え
ら
れ
機
関
庫
が
設
置

町
制
が
施
行
さ
れ
王
寺
村
が
王
寺
町
に
な
る

亀
の
瀬
の
地
す
べ
り
が
は
じ
ま
る
（
11
月
）

亀
の
瀬
ト
ン
ネ
ル
不
通
（
２
月
）

地
す
べ
り
の
影
響
で
大
和
川
の
川
床
が
隆
起
し
、
藤
井
で
浸
水
被
害

艦か
ん
さ
い
き

載
機
に
よ
る
王
寺
駅
空
襲

畠
田
駅
が
開
業

国
鉄
湊
町
・
奈
良
間
が
電
化
さ
れ
る

久
度
大
橋
が
完
成

王
寺
駅
南
口
広
場
が
完
成

王
寺
駅
が
現
在
の
橋
上
駅
舎
に
建
て
替
え
ら
れ
る

国
鉄
和
歌
山
線
（
王
寺
・
五
条
間
）・
桜
井
線
が
電
化
さ
れ
る

大
和
川
・
葛
下
川
が
氾
濫
し
、
久
度
を
中
心
に
浸
水
被
害

国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
さ
れ
る

王
寺
駅
北
側
の
再
開
発
が
完
了

商
業
・
住
宅
複
合
ビ
ル
「
リ
ー
ベ
ル
王
寺
東
館
・
西
館
」
が
完
成

鉄
道
イ
ベ
ン
ト
「
り
ー
べ
る
鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
初
開
催

Ｊ
Ｒ
お
お
さ
か
東
線
の
北
区
間
（
新
大
阪
・
放
出
間
）
が
開
通
（
３
月
）

Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
が
開
業
１
３
０
年
を
迎
え
る
―
―

明治23年（1890）12 月 27 日、奈良県初となる大阪鉄道
会社の王寺・奈良間が開通し、王寺駅が開業しました。

これをきっかけに王寺駅はターミナル化し、大正 15年（1926）
には王寺村に町制が施行されて王寺町となり、駅前商店街も合
わせて「鉄道のまち」と呼ばれるほどに成長したのです。
　開業からちょうど 130 年になる今、その軌跡をたどります。
町で暮らすみんなが、きっと一度は利用する王寺駅。この特集
から、駅の思い出を振り返ってください――。

ಛूʮమಓのまち 王寺のي੻ʯ
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荷に

ば馬
一
匹
さ
え

珍
し
が
ら
れ
た
村

　

今
か
ら
１
３
０
年
前
、
明
治
23

年
（
１
８
９
０
）
12
月
27
日
、
奈
良

県
で
初
め
て
の
鉄
道
が
王
寺
・
奈
良

間
で
開
通
し
、
王
寺
村
に
王
寺
停
車

場
が
開
業
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
王
寺
村
久
度
が
王
寺
駅
前
と

し
て
大
き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
停

車
場
周
辺
は
一
面
に
田
園
が
広
が

る
農
村
地
帯
で
し
た
。
昭
和
10
年

（
１
９
３
５
）に
は
６
５
４
戸
で
あ
っ

た
久
度
も
、
鉄
道
開
通
前
の
明
治
10

年
（
１
８
７
７
）
は
37
戸
の
小
さ
な

集
落
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
す
。
明

治
22
年
（
１
８
８
９
）「
葛
下
郡
王

寺
村
実
測
全
図
」
で
は
、
そ
の
様
子

を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
鉄
道
開
通
前
の
久

度
は
、
わ
ず
か
な
範
囲
に
宅
地
が
集

中
し
、
そ
の
周
辺
に
広
大
な
田
ん
ぼ

が
広
が
り
、
集
落
の
は
ず
れ
に
神
社

が
あ
る
と
い
う
典
型
的
な
農
村
の
景

観
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
１
月
８

鉄道のまち
王寺の軌跡

日
の
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
に
は
、「
古

い
衣
を
脱
い
で
『
町
』
に
着
替
え
る

王
寺
村
、
荷
馬
一
匹
さ
へ
珍
し
が
ら

れ
た
嘘
の
や
う
な
昔
ば
な
し
」
と
い

う
見
出
し
の
も
と
、
王
寺
村
の
町
制

施
行
を
記
念
し
た
記
事
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
、「
鉄
道
開
通
前

の
久
度
の
里
は
何
処
へ
行
く
に
も
ろ

く
な
道
一
筋
も
な
く
渡
し
舟
が
唯
一

の
交
通
機
関
と
さ
れ
て
い
た
、
わ
ず

か
三
十
軒
の
小
村
で
あ
っ
た
」、「
西

を
向
い
て
も
東
を
向
い
て
も
商
売
家

一
軒
あ
る
で
な
く
豆
腐
一
つ
買
う
に

も
十
六
町
の
道
を
龍
田
ま
で

走
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」、

「
荷
馬
が
一
匹
通
っ
て
も
『
そ

ら
珍
し
い
も
の
が
通
っ
た
』

と
い
う
の
で
村
中
総
休
み
で

騒
い
だ
も
の
だ
」
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

い
か
に
、
何
も
な
か
っ
た

と
こ
ろ
に
王
寺
駅
が
開
業
し

た
の
か
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

↑駅の南側から北に向いて、昭
和 10 年（1935）の王寺駅前
の様子が撮影されています。奥
に見える山は、左から信貴山、
生駒山、矢田丘陵。この画像は、
複数カットにわけて撮影され
たものを一枚に合成していま
す

ूམ໊ 1838年
（天保 9）

1877年
（明治 10）

1889年
（明治 22）

1925年
（大正 14）

1935年
（昭和 10）

໳લ ー 37 39 38 57

Ҫށ 24 38 51 53 51

നӝ 28 46 48 45 54

஑のݪ 27 43 45
51 55

தଜ 21 24 25

େాޱ 21 29 30
47 68

େ็ 23 25 23

౻Ҫ ー ー 77 41 85

सށ 29 37 44 58 62

ுҪ 39 48 53 57 75

౓ٱ 32 37 41 420 654

ෆ໌ 0 2 15 ー ー

ܭ߹ 244 366 491 810 1161

↓王寺ଜのਓޱ
王寺村のなかには、いくつもの集落がありました。ほとんどの集落で人口に変化が
ないのに対して、久度だけが王寺駅の開業をきっかけに爆発的に増えていることが
わかります（表：『大和王寺文化史論』から作成）。

単位は戸。1877年 1899年は免除・寄留者の数を含む

↓→Ӻ๺ଆ঎ళ֗のม
ㆸ㇓㆛㇓

ભ
左から、平成16年（2004）、平成 14年（2002）、昭和 30年（1955）頃の商店街の様子。

駅とともに発展した王寺町。その130年の歴史をたどります。

鉄道のまち
王寺の軌跡

何
も
な
か
っ
た
場
所
に
駅
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鉄
道
網
の
形
成
と

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
の
発
展

発
展
の
歴
史
に
は
、
多
く

の
苦
難
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
、
王
寺
町
西
端
に
位

置
す
る
亀
の
瀬
の
地
す
べ
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
す
べ
り
は
、

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
11
月

27
日
、
大
阪
府
堅
上
村
大
字
峠

（
現
柏
原
市
）
で
亀
裂
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
亀
裂
は
や
が
て
拡
大
し
、

つ
い
に
は
大
字
峠
を
中
心
に
し

て
山
塊
が
地
す
べ
り
を
起
こ
し

た
の
で
す
。
亀
の
瀬
を
通
っ
て

い
た
鉄
道
に
も
影
響
が
お
よ

び
、
亀
ノ
瀬
ト
ン
ネ
ル
が
不
通

と
な
っ
て
、
や
む
を
得
ず
ト
ン

ネ
ル
の
東
口
・
西
口
に
仮
駅
が

設
け
ら
れ
て
ト
ン
ネ
ル
区
間
は

徒
歩
連
絡
に
よ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
一
方
で
、
大
和
川
の

川か
わ
ど
こ床
（
川
底
の
面
）
が
隆り

ゅ
う
き起
し

て
川
水
が
せ
き
止
め
ら
れ
、
同

年
７
月
に
は
上
流
の
王
寺
町
藤

井
の
住
宅
25
戸
に
浸
水
被
害

が
生
じ
ま
し
た
。
地
す
べ
り

と
川
床
の
隆
起
と
い
う
事
態

に
日
夜
悩
ま
さ
れ
、
昭
和
７

年
（
１
９
３
２
）
２
月
か
ら
延

　
鉄
道
開
通
以
来
、
し
だ
い
に
町
場

と
し
て
の
発
展
を
見
せ
て
い
た
王
寺

村
久
度
で
し
た
が
、
鉄
道
路
線
で
も

大
阪
・
奈
良
と
の
結
び
つ
き
か
ら
王

寺
駅
を
中
心
に
鉄
道
網
が
形
成
さ

れ
、大
き
く
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
24
年
（
１
８
９
１
）
大
阪
鉄
道

王
寺・高
田
間
（
現
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
）

が
開
通
し
、大
正
７
年
（
１
９
１
８
）

に
は
大
和
鉄
道
新
王
寺
・
田
原
本
間

（
現
近
鉄
田
原
本
線
）
が
、
同
11
年

（
１
９
２
２
）
に
は
信
貴
生
駒
電
気

鉄
道
王
寺
・
信
貴
山
間
（
現
近
鉄
生

駒
線
）
が
相
次
い
で
開
通
し
て
い
き

ま
し
た
。
後
に
こ
れ
ら
の
路
線
は
順

次
、
延
長
さ
れ
て
い
き
、
王
寺
駅
は

寺
社
参
詣
な
ど
の
旅
客
者
は
も
ち
ろ

ん
、
大
阪
か
ら
の
貨
物
輸
送
な
ど
に

も
多
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

王
寺
駅
前
も
ま
す
ま
す
の
発
展
を
見

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
も
多
く
利
用
さ
れ
る
路
線
の

開
通
に
よ
り
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
し
た
王

寺
駅
。
そ
の
駅
舎
は
、
久
度
の
集
落

に
つ
く
ら
れ
、
北
側
が
駅
前
広
場
に

な
っ
て
商
店
街
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
に
と
も

な
い
、
商
店
街
は
ま
す
ま
す
に
ぎ
わ

い
、
夏
の
「
商
工
ま
つ
り
」
に
は
と

く
に
多
く
の
買
い
物
客
が
押
し
寄
せ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
第
に
生
活
様

式
が
変
化
し
、
大
阪
に
勤
め
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
多
く
な
る
と
、
王
寺
駅

周
辺
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
広
大

に
住
宅
地
が
開
発
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
と
く
に
王
寺
町
で
は
、
町
の
南

側
に
住
宅
地
が
で
き
た
た
め
、
通
勤

客
は
線
路
を
越
え
て
北
口
に
ま
わ
ら

な
け
れ
ば
駅
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
こ
で
、昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）

に
久
度
大
橋
、
翌
年
に
は
駅
南

口
広
場
が
つ
く
ら
れ
、
同
53
年

（
１
９
７
８
）
に
は
駅
舎
が
建
て
替

え
ら
れ
て
今
の
よ
う
な
久
度
大
橋
の

上
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
さ
ら
に
平
成
16
年（
２
０
０
４
）

に
は
、
道
が
狭
く
住
宅
が
密
集
し
て

い
た
駅
北
側
が
再
開
発
さ
れ
、
今
に

至
り
ま
す
。

べ
35
万
人
あ
ま
り
も
の
人
々
に

よ
っ
て
復
旧
工
事
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
被
害
の

一
方
で
は
、
地
す
べ
り
災
害
の

よ
う
す
を
見
学
に
訪
れ
る
人
々

が
殺
到
し
て
い
た
の
で
す
。
多

い
時
に
は
１
日
２
万
人
以
上
も

の
見
学
者
が
訪
れ
、
亀
の
瀬
ま

で
の
貸
切
列
車
が
走
り
、
徒
歩

連
絡
道
に
は
カ
フ
ェ
な
ど
の
露

天
商
が
出
店
、
見
学
記
念
絵
葉

書
も
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
て
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）

末
ま
で
約
１
年
間
に
わ
た
り
発

生
し
た
亀
の
瀬
地
す
べ
り
も
、

同
年
12
月
31
日
に
復
旧
し
た
関

西
本
線
新
線
の
開
通
で
一
応
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
―
―
。

➊➋昭和37年（1962）の駅構内と駅舎
の様子。駅舎は駅北側に位置し、駅前に
は広場が見えます。➌完成当初の久度大
橋。屋根は設置されていません。この後、
写真左上に見えるホーム連絡橋に駅舎が
接続され、現在の姿になります。➍昭和
28年に駅前商店街で催された夏の商工ま
つりの様子。現代の夏に商工会主催によっ
て開催されている「雪丸フェス」のルー
ツかもしれません。

王寺駅前
夏の商工

まつりの
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TEL 0745-33-6668　FAX 0745-33-3001　E-mail yukimaru@oji-kanko.jp
https://home.oji-kanko.kokosil.net/ja/

鉄道と王寺について、 より詳しく知りたい方は

王寺町ホームページをご覧ください。

鉄道と王寺 写真提供：王寺町商工会
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現在、JR 王寺駅の構内で、130 周年を記念した
パネル展示を、12月23日㈬まで開催しています。
開業した明治から大正、昭和、そして平成までを、
当時の貴重な写真で振り返ります。ぜひ、車両や
街並み、賑わいの景色を通じて、まちの歴史を色
濃く感じてください。
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苦
難
を

乗
り
越
え
た
発
展

国が対策工事を実施した箇所は、現在沈静化しています。
工事や歴史について、町公式サイトで学習動画を配信中。
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王寺駅前
夏の商工まつりの

日本舞踊。日本舞踊。

橋
の
上
に
駅
舎
が
で
き
た

4



　

舟
戸
児
童
公
園
（
舟
戸
１
丁
目
）

に
は
、
Ｄ
51
形
蒸
気
機
関
車
８
９
５

号
機
が
保
存
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
０
機
あ
ま
り
あ
る
Ｄ
51
形
の

う
ち
、
８
９
５
番
目
に
製
造
さ
れ
た

と
い
う
意
味
で
、
正
面
に
は
そ
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
関
車
は
、
昭
和
19
年

（
１
９
４
４
）
に
製
造
さ
れ
て
同
47

年（
１
９
７
２
）に
引
退
す
る
ま
で
、

国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
関
西
本
線
や
草
津

線
を
走
り
ま
し
た
。
現
在
は
動
か
な

い
状
態
で
保
存
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
Ｄ
51
―
８
９
５
号
機
が
元
気
に

走
っ
て
い
た
姿
は
多
く
の
鉄
道
愛
好

家
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
、昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）

９
月
26
日
に
Ｊ
Ｃ
赤
と
ん
ぼ
号
と
し

て
湊
町
・
伊
賀
上
野
間
を
走
っ
た
写

真
は
、
８
９
５
号
機
の
貴
重
な
姿
と

い
え
ま
す
。
こ
の
と
き
は
三
重
連
と

い
っ
て
３
機
の
機
関
車
が
連
結
さ

れ
、
そ
の
先
頭
が
８
９
５
号
機
で
し

た
。
右
ペ
ー
ジ
中
央
の
写
真
は
、
王

寺
駅
構
内
で
そ
の
勇
姿
が
写
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
当
時
、
鉄
道
フ
ァ
ン
を
沸
か
せ
た

車
両
は
引
退
後
、
舟
戸
児
童
公
園
に

設
置
さ
れ
、
今
も
公
園
内
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
格

好
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
地
域
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に

維
持
す
る
た
め
に
は
、
定
期
的
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
移

設
後
か
ら
今
年
の
５
月
ま
で
は
、
町

内
の
元
Ｊ
Ｒ
（
国
鉄
）
社
員
で
構
成

さ
れ
た
「
王
寺
鉄
友
会
」
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
、整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
毎
月
第
３
日
曜
日
、
７
、８
人
で

集
ま
っ
て
、
20
ℓ
ほ
ど
の
油
を
モ
ッ

プ
で
塗
っ
て
い
た
ん
で
す
」
と
話
す

の
は
、
現
役
時
代
に
運
転
士
と
し
て

活
躍
し
た
元
Ｊ
Ｒ
（
国
鉄
）
社
員
の

東
川
憲
吾
さ
ん
で
す
。
引
退
後
も
整

備
活
動
に
携
わ
り
、
町
の
機
関
車
を

15
年
以
上
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
布
や
ぞ
う
き
ん
な
ど
で
表
面
の

΋Ѫ͞ΕΔͯܦ୅Λ࣌
%
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錆
を
落
と
し
て
油
で
保
護
せ
ん
と
、

ほ
っ
と
い
た
ら
機
関
車
は
す
ぐ
に
錆さ

び
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
愛
着
っ
て

わ
け
ち
ゃ
う
け
ど
、
国
鉄
時
代
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
き
れ
い
に
な
れ
よ

と
、毎
回
丁
寧
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
組
織
の
高
齢
化
も
あ
っ
て
町

役
場
が
管
理
を
し
て
い
ま
す
け
ど
―

―
」。
東
川
さ
ん
は
こ
う
続
け
ま
す
。

「
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
機
関
車
が

好
き
な
人
に
整
備
を
や
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
、
住
民
さ
ん
の

な
か
で
デ
ゴ
イ
チ
、
機
関
車
が
好
き

な
人
に
集
っ
て
も
ら
え
た
ら
。
喜
ん

で
保
管
方
法
を
伝
授
し
ま
す
よ
」と
、

ಛ  ू మಓのまちɺ王寺のي੻

JR の線路下をくぐる生活道路として久度地区と王寺地区
をつないでいるカルケット。皆さんも通ったことがある
のではないでしょうか。明治24年（1891）のものとみ
られ、一部にイギリス積みで築かれたレンガ橋台が残っ
ており、129年前の歴史を感じることができます。

現
役
時
代
か
ら
50
年
以
上
、
鉄
道
に

関
わ
り
続
け
た
東
川
さ
ん
は
、
当
時

を
懐
か
し
み
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し

た
。

王寺మ༑ձ　

౦઒ ݑ
㆐ ㇓ ㆔

 Μ͞ޗ

社会現象になっている人気アニメの舞台に似て
いると、テレビやSNSで紹介されたデゴイチ。
ファンの聖地になりつつある…？写真はテレビ
のロケ終了後に撮影したもの。

愛着ってわけちゃうけど、
きれいになれよと、
丁寧にやってきた。

日没後から23時まで、毎日デゴイチをライトアップ
しています。昼も夜も、その勇姿を堪能してください。

町のమಓҨ࢈

ΧϧέοトʢୈҰҪ࿏։
ㆉㆂㆌ㇇

ʣڎ
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昭和を駆け抜けたデゴイチは、多くの鉄道ファンに愛され、引退後は町の公園
に設置されました。その管理を担ったのは、元 JR（国鉄）社員の皆さんです。
今も子どもたちに愛されるデゴイチについて、話を伺いました。

ま
ち
に
デ
ゴ
イ
チ
が

や
っ
て
き
た

引退後、移設されるデゴイチ。重機２台で、現在の
JR関西本線の線路側から運び込まれました。

現在のデゴイチ。北側には近鉄田原本線、南側には
JR関西本線の線路があり、運が良ければ３つの車
両を見ることができます。会社も、時代も超えた夢
のコラボ。
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大
阪
ま
で
約
40
分
、
天
王
寺
ま
で

約
20
分
、
奈
良
ま
で
は
約
15
分
と
、

ア
ク
セ
ス
に
優
れ
た
こ
と
か
ら
県
内

有
数
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
王
寺
駅
は
１
日
の
乗
降
客
数
が
約

５
万
人
を
超
え
る
日
も
あ
り
ま
す
。

　
王
寺
町
民
や
、近
隣
の
町
か
ら
も
、

通
勤
通
学
や
外
出
の
手
段
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
て
、
始
発
か
ら
終
電
、

そ
し
て
夜
間
に
も
、
70
人
以
上
の
駅

員
が
交
替
勤
務
で
私
た
ち
の
生
活
を

支
え
て
い
ま
す
。

　
「
機
械
の
自
動
化
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
整
備
に
よ
り
、
安
全
安
心
を

継
承
さ
れ
る
技
術
。

す
べ
て
は
安
心
安
全
の
た
め
に

守
り
続
け
る
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
れ
ら

を
扱
う
の
は
人
で
す
」と
話
す
の
は
、

入
社
16
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン
駅
係
員
の

藤
田
和
也
さ
ん
。
駅
内
の
信
号
扱
い

所
で
、
電
車
の
運
行
を
支
え
る
信
号

業
務
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
機
械
に
よ
る
自
動
で
の
信
号
管

理
を
行
う
駅
が
増
え
て
い
る
近
年
、

Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
で
は
、
県
内
で
も
珍
し

い
、
人
間
の
目
や
手
で
信
号
を
取
り

扱
い
、
そ
の
経
験
や
技
術
の
継
承
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
「
何
ら
か
の
異
常
に
よ
っ
て
、
ダ

イ
ヤ
の
乱
れ
や
遅
延
が
発
生
し
た

ಛ  ू మಓのまちɺ王寺のي੻

➊駅の心臓部「王寺駅輸送」で、信
号を取り扱う藤田さんと、同じく
町在住の先輩駅員である松田さん。
日々の運行を守っています。➋緑
の201系と白の221系は大和路線、
奥の銀色の227系は和歌山線・桜
井線を走ります。➌ホームに落ちた
ものを拾う「缶キャッチャー」。缶
とは言うものの、近年一番落ちてい
るものはワイヤレスイヤホンだそ
う。落とした時は駅員さんにお願い
してくださいね。➍和歌山線・桜井
線の行先表示にはなんと雪丸が。

時
に
は
、
ダ
イ
ヤ
を
元
に
戻
す
た

め
、
迅
速
に
判
断
し
て
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
改
札
や
ホ
ー
ム

で
対
応
す
る
駅
係
員
を
裏
か
ら
支
え

る
者
と
し
て
、
安
全
第
一
を
心
掛
け

て
気
を
引
き
締
め
て
業
務
に
臨
ん
で

い
ま
す
。」
と
藤
田
さ
ん
は
真
剣
な

表
情
で
話
し
ま
す
。「
子
ど
も
の
こ

ろ
、
電
車
に
乗
れ
ば
先
頭
車
両
の
一

番
前
、
運
転
士
が
見
る
景
色
を
眺
め

る
の
が
大
好
き
だ
っ
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
藤
田
さ
ん
は
、
駅
全
体
を
守

る
今
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　
「
私
と
同
じ
よ
う
に
将
来
鉄
道
に

携
わ
り
た
い
と
夢
見
る
子
ど
も
た
ち

に
は
、
そ
の
夢
を
願
い
続
け
て
、
勉

強
や
日
々
の
時
間
管
理
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。
入
社
し
て
か
ら
も

学
ぶ
こ
と
が
多
く
な
る
の
で
、
今
か

ら
勉
強
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

微
笑
む
藤
田
さ
ん
。「
こ
の
特
集
を

読
ん
だ
王
寺
の
子
ど
も
た
ち
が
、
自

分
の
後
輩
に
な
り
、
技
術
を
継
承
し

て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 +3 王寺Ӻ Ӻ܎һ

౻ా ࿨
ㆉ ㆚ ㇄

໵͞Μ

みͲりの૭ޱの
͋のӺһ͞Μ

େញ ๕
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औྗڠࡐɿ町ࡏ住 +3 王寺Ӻのօ͞Μ

仮眠室を紹介する藤田さん。仮眠時
間は５時間ほどありますが、その間
に次の業務の準備や、シャワーを浴
びて身だしなみを整えます。

継
承
さ
れ
る
技
術
。

継
承
さ
れ
る
技
術
。

す
べ
て
は
安
心
安
全
の
た
め
に

す
べ
て
は
安
心
安
全
の
た
め
に

দా ޷
㇈㆗ㆉ㆚
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人
の
手
で
安
全
を
守
る

信
号
取
り
扱
い

今
こ
の
瞬
間
も
、
私
た
ち
の
生
活
の
支
え
で
あ
る

駅
を
守
る
人
た
ち
。
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
で
働
く

町
在
住
の
駅
員
さ
ん
た
ち
に
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

切符の発券や定期券の購入などで、みど
りの窓口を利用したことがある人も多

いでしょう。JR 王寺駅には、窓口歴 10年
になる牧野さんがいます。「入社後、駅係員
の多岐に渡る仕事内容に驚きました。普段
の窓口業務のほか、JR 王寺駅は駅長が配置
されている直営駅なので、駅員が少ない近
隣の駅に電車の遅れなどの異常があった際
は、私たちが対応に向かっています。多く
の人たちが利用する交通手段を担う者とし
て、親切丁寧をモットーに、日々の業務に
臨んでいます」と話す牧野さんに、仕事で
嬉しかったことは何か聞きました。「顔と名
前を憶えてくださる方や、お手紙を書いて
くださった方もいます。この仕事をはじめ
てよかった、頑張ろうと励み
になります。みどりの窓口
を利用される際は、『広報紙
を見たよ』と声をかけて
くださると嬉しいです」。

次
代
に
継
ぐ

藤田さんを指導し、見守る松田さん。駅長の
代理である当直駅長として働く大籔さん。王
寺駅で働く４人の住民さんは、日夜、私たち
の生活を支えています。
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１万人ご乗車ありがとうご
ざいます

Oji Town
Public Relations

王寺町広報

人とまちがきらめく和のふるさとづくり

October 2015 No.654王伸

王
寺
駅
を
中
心
に「
鉄
道
の
ま
ち
」

と
し
て
発
展
し
続
け
て
い
る
王
寺
町

で
す
が
、
王
寺
で
は
じ
め
て
鉄
道
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
の
は
意
外
な

こ
と
に
、
今
か
ら
５
年
前
の
平
成
27

年
の
こ
と
で
し
た
。

　
王
寺
駅
直
結
の
リ
ー
ベ
ル
王
寺
東

館
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
り
ー

べ
る
鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
名

付
け
ら
れ
た
そ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町

制
90
周
年
の
記
念
行
事
と
し
て
企
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。
Ｎ
ゲ
ー
ジ
な
ど

の
模
型
や
プ
ラ
レ
ー
ル
の
展
示
走

行
、
鉄
道
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
鉄
道
ク

イ
ズ
バ
ト
ル
、
町
所
有
の
鉄
道
お
宝

グ
ッ
ズ
や
鉄
道
写
真
な
ど
の
展
示
、

鉄
道
グ
ッ
ズ
販
売
と
ま
さ
に
鉄
道
一

色
の
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
３
日

間
開
催
さ
れ
、
期
間
中
は
鉄
道
好
き

の
子
ど
も
た
ち
や
、
筋
金
入
り
の
鉄

　町在住の鉄道好き４人で結成された「りーべる鉄道
倶楽部」は、町の鉄道イベントでＮゲージ模型の展示
を手掛けています。
　見知らぬ者同士がつながれたきっかけは、王寺町に
引っ越してきた佐々木さんが、近くに鉄道好きがいな
いか、わざと窓辺にＮゲージ模型を置いたことです。
近所に住んでいた石原さん親子がそれを見つけ、同じ
自治会だったこともあって互いに鉄道好きと分かるや
公民館を借り、Ｎゲージ模型を走らせたんだと笑いな
がら振り返ります。その後、「りーべる鉄道フェスティ
バル」が企画された時、当時の職員が町内の鉄道好き
に展示を行ってもらおうとマッチングした結果、消防
団で鉄道好きと知られていた元神さんとつながり、結
成されました。
　以来、仕事の合間をぬって、子どもたちを笑顔にさ
せている皆さんに、イベントへの思いを聴きました。「準
備に時間がかかるので、前日から仕事を休んで作業を
しています。しんどいけど、子どもらの喜ぶ顔を見る
と嬉しいですから。でも、一番は自分たちがやりたい
からやっているんですよ。家より広いスペースで、好
きな車両を走らせられるんですから」と謙遜して笑う
皆さん。次回のイベントをお楽しみに。

　中高一貫の私立西大和学園で活動する鉄道研究部は、
５年前の「りーべる鉄道フェスティバル」開催から現
在まで、多くの部員たちでＮゲージ模型やジオラマの
展示を町の鉄道イベントで手掛けています。「実は今、
130 周年を記念して、昭和 30年代の王寺駅周辺をジオ
ラマで再現しようと部員たちと取組んでいます」と話
すのは、中学３年生で部長を務める多田さんです。
　「材料は発泡スチロールや粘土、木の板といった、身
の回りのもので作ります。ジオラマの専門家の方に監
修してもらいながら、来年２月末の完成を目標に、授
業が終わってからりーべる王寺東館に集まって作成し
ているんですが、残された資料が少なくて。地図記号
をたよりにしたり、当時のバスターミナルなどの写真
を見て、わくわくしながらも大変な作業だなと気が引
き締まります」。
　鉄道研究部があったから、西大和学園に入学したと
いうほどの鉄道好きな多田さんに、ジオラマ模型への
意気込みを聴きました。「コロナもあり、今年は皆さん
にジオラマやＮゲージを見ていただく機会がありませ
んでした。部員一同、リアルに再現できるよう頑張り
ますので、昔の写真などを提供してもらえるとありが
たいです」。

りー΂Δమಓ۞ָ෦のօ͞Μ
左から…
石原 伸

しんいち
一さん、琉

りゅうと
登さん親子、佐々木 洋

ようすけ
介さん、元神 満

みつはる
治さん

੢େ࿨ֶԂమಓڀݚ෦
部長 多田 龍

りゅうのすけ
之介さん

04)*/ ��04)*/��

←展示する模型のなかで、
子どもたちの人気ナンバー
１は 221 系電車。やはり、
いつも見る電車が大好きな
のでしょう

←現在鋭意作成中のジオラ
マは、今後、リーベル王寺
東館５階の雪丸ミニプラザ
で展示予定です。プラザに
はデゴイチの顔出しパネル
も設置中

ಛ  ू మಓのまちɺ王寺のي੻

ত࿨ �� ೥୅の王寺ӺલΛ
δΦラϚͰݱ࠶した͍

మಓͰࢠͲ΋Λসإに͢Δ̐ਓ΋ɺ
మಓが͔͖ͩ޷ΒつながΕた

道
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
約
１
万
人
の
来

場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
成
功
に
導
い
た
の

は
、
開
催
を
機
に
発
足
さ
れ
た
地
元

住
民
に
よ
る
鉄
道
倶
楽
部
や
、
町
と

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
学
校
、
鉄

道
会
社
な
ど
、
多
く
の
団
体
の
皆
さ

ん
で
す
。鉄
道
フ
ァ
ン
が
手
掛
け
る
、

鉄
道
が
好
き
な
人
の
た
め
の
鉄
道
イ

ベ
ン
ト
―
―
。
好
評
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
後
も
毎
年
開
か
れ
、
今
で

は
鉄
道
好
き
み
ん
な
が
待
ち
望
む
恒

例
行
事
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
、
感
染
症
の
影
響
で
開
催
こ

そ
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
町
内
外
の

鉄
道
好
き
の
た
め
、
今
も
企
画
が
練

ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
も
、
大
人
も
楽
し
み
に
す
る

鉄
道
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
る
人
た
ち

͋なたのՈͰ຾͍ͬͯΔࣸਅ΍໛ܕ͸͋りまͤΜ͔
鉄道模型やプラレール、昭和の駅や鉄道に関する写真などを募集しています。いただいたものは、
今後の催し等で大切に活用します。皆さんのご協力をお待ちしています。 問地域交流課文化資源活用係（☎72-6565）

メール :bunkazai@town.oji.nara.jp

開
催
を
お
楽
し
み
に

一
度
限
り
の
記
念
行
事
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
鉄
道
イ
ベ
ン
ト
は
、

訪
れ
た
人
た
ち
の
喜
び
の
声
で
、
王
寺
を
代
表
す
る
恒
例
行
事
に
。

イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
る
人
に
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。



ま
ち
と
駅
、

未
来
へ
続
く
軌
跡
―
―

JR 王寺駅留置線から撮影

04)*/ ��04)*/��

　
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
王
寺

町
が
今
日
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ

て
い
る
の
は
、
や
は
り
明
治
23
年

（
１
８
９
０
）
に
奈
良
県
で
初
め
て

の
鉄
道
が
開
通
し
、
王
寺
駅
が
開
業

し
た
た
め
と
い
え
ま
す
。
鉄
道
路
線

が
拡
張
し
て
い
く
と
と
も
に
、集
い
、

住
む
人
々
の
数
も
増
え
、
大
正
15
年

（
１
９
２
６
）
に
は
王
寺
村
か
ら
王

寺
町
へ
と
姿
を
変
え
、
近
年
は
大
阪

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
大
き
く
発

展
し
て
い
ま
す
。
今
夏
に
は
、
駅
近

く
に
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
駅
北
側
・

駅
南
側
と
も
に
様
々
な
お
店
が
軒
を

連
ね
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
王
寺
町
は
「
鉄

道
の
ま
ち
」
と
し
て
発
展
を
続
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

亀
の
瀬
地
す
べ
り
や
、
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
）
の
艦か

ん
さ
い
き

載
機
に
よ
る
王

寺
駅
空
襲
、
同
57
年
（
１
９
８
２
）

の
王
寺
駅
周
辺
で
の
大
水
害
な
ど

数
々
の
苦
難
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
き
た
人
々
の
努
力
に

よ
っ
て
発
展
し
た
今
日
の
姿
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
今
年
度
は
王
寺

駅
開
業
１
３
０
年
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
や
企
画
が
多
く
催
さ
れ
る
予
定

で
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
今
は
感
染

症
の
影
響
で
皆
さ
ん
と
集
い
、
楽
し

み
祝
う
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
前
を
見
据
え
、
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

模
索
し
、
準
備
を
す
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。
こ
の
状
況
下
が
落
ち
着
い
た

時
、
ま
た
、
鉄
道
を
基
点
に
皆
さ
ん

と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

12
月
27
日
㈰
は
、
王
寺
駅
１
３
０

歳
の
誕
生
日
で
す
―
―
。

ງޱ ৽
ㆫ ㆗ ㆌ

Ꮴ ͞Μ

高校１年生の堀口さんは、家の近く
に線路があり、子どもの頃から鉄道
好きになったと話します。好きが高

෣ ాؠ
ㆾㆂ

͞Μɾ༔
ㆯ ㇋ ㆌ

Μ͘ر

先日２歳の誕生日を迎えたばかり
の悠希くんは、駅近くの公園で電
車を眺めるのが大好き。お気に入
りの車両は、大和路線（関西本線）
でおなじみの緑の電車こと、国鉄
201 系電車だそうです。「好きす
ぎて、誕生日ケーキは緑の電車の

デコレーションケーキ
でした」と笑いながら
話すお母さんの舞さん
と一緒に、今日もかっ
こいい電車を眺めま
す。

⁋ຊ ܡ
㆐ ㆂ ㆓

ࢠ ͞Μ

町職員きっての鉄道好きで、
「りーべる鉄道フェスティバル」
の担当者だった辻本さんは、木
造の匂いや、改札で駅員さんに
カチカチと切符を切ってもらっ

たことが子どもの頃の大切
な思い出と話します。現在
は図書館勤務の辻本さん。
12 月中は館内で特設コー
ナーを設置し、鉄道本を紹
介するとのことです。

じて王寺中学校時代の職業体
験学習では、勤務先に JR 王寺
駅を選びました。「眺めている
だけでは分からなかった駅や
鉄道の裏側を、駅員さんたちに
教えてもらい、その働きぶり
をみて社会に興味を持てまし
た」。

私たちの生活に欠かせない駅や鉄道の思いを、町の皆さ
んに聴きました。十人十色の思いの数々。あなたの鉄道
の魅力や思い出は何でしょうか。下記のQRコード先の
アンケートから、ぜひその思いを聴かせてください。
いただいた思いは、今後催す鉄道イベ
ント等で匿名のうえで紹介します。

ࣾձΛ਎ۙに͡ײた৔ॴ
྘のిंがେεキ

ग़の王寺Ӻ͍ࢥ
໦଄Ӻࣷ

【ハガキでも可／政策推進課まで】　

ௌ͔͍ͤͯͩ͘͞
Ӻ΍మಓ΁の͍ࢥ
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町職員きっての鉄道好きで、
「りーべる鉄道フェスティバル」
の担当者だった辻本さんは、木
造の匂いや、改札で駅員さんに
カチカチと切符を切ってもらっ

たことが子どもの頃の大切
な思い出と話します。現在
は図書館勤務の辻本さん。
12 月中は館内で特設コー
ナーを設置し、鉄道本を紹
介するとのことです。

మಓのまち 王寺のي੻ಛ  ू

み
ん
な
で
祝
う

王
寺
駅
１
３
０
歳



ミルキーウェイの花火、
自宅近くの公園から家族と見ました。
とても素敵な 10分間でした。

公園に集まった近所の方々も同じように
夜空を見上げていて、なんだか泣けてきました。

今年は自粛にマスク生活、様々なイベントも
中止・縮小の連続で、例年とはまったく
違う１年を過ごしました。
ひみつの花火、一生心に残ると思います。

　11 月 21 日㈯、19 時から 10 分間、広報紙でお知らせした
とおり、「王寺ミルキーウェイ 2020- ひみつの花火 -」を打ち
上げました。密を避けて広範囲でご覧いただけるよう、いつも
の王寺北小学校からと、今年限りの王寺南小学校から打ち上げ
た 2ヶ所同時のシンクロ花火――。
　住民の皆さんのご理解とご協力のおかげで、打ち上げること
ができました。ありがとうございました。
　打ち上げ後に、イベント事務局に寄せられた声とともに、当
日の写真を掲載します。

〈写真提供：葛城煙火株式会社〉

王寺の夜空をみんなで
見上げた特別な日

1617 OSHINOSHIN

OJI
MILKY
WAY 
王寺ミルキーウェイ (天の川）

2020

-NARA- 



ΠϕントΠンフォϝーγϣンEvent Information

問王寺町観光協会（☎33-6668）

डऀߨ΁の͓͍ئ

　毎月第 3日曜日に開催している、著名な講師に
よる大和の歴史に関する講演。下半期は「聖徳太子
1400 年御遠忌」を記念した内容でお届けしていま
す。今回は講師に、ఇ௩ࢁେֶ٬һڭत ੢ࢁ ް 氏
を招きます。テーマは「仏教の伝来から聖徳太子へ」。
大和の悠久の歴史に触れてみませんか。

▶೔࣌ɿ��月��日㈰ 13:30 ～ 15:00
▶৔ॴɿ地域交流センター （りーべる王寺東館５階）　
　　　　リーベルホール・リーベルルーム
▶ఆһɿ180 人（当日先着順）　
▶ೖ৔݊ྉۚɿ500 円（１人１枚のみ購入可）
▶ਃࠐɿ不要
※受付時に、りーべる王寺東館専門店で、当日に限
り利用できるお買物券（200円分）をプレゼント

※感染症の状況により急な変更や中止になることが
あります

（入場券販売／開場 12:15）

➊マスクを着用してください。着用していない場合
は入場できません。

➋入場券販売前に検温します。37.5 度以上の熱が
ある場合は入場できません。風邪等の症状がある
人はご遠慮ください。

➌十分な間隔を空けるため、定員を変更しています。
ホールの席数（130席の定数に達した場合は、別
室でモニター聴講となります（50席／先着順）。

➍換気のため、扉を開放したままで開催します。
➎入場前にアルコール消毒（設置済み）をお願いし
ます。

❻受講料（500 円）は、直接の接触を減らすため、
トレイに入れてもらいます。お釣りのないように
準備してください。

❼当日は入場者特定のため、名前と住所、連絡先を
記入する用紙を配ります。入場券販売時に引換で
提出してください。

Λྗڠに͝ࡦછ༧๷ରײ

➊マスクを着用してください。着用していない場合
は入場できません。

➋厚生労働省の新型コロナ接触確認アプリを
　事前にインストール
　してください。

➌自宅で検温のうえ、体調不良等の人は参加を見合
わせてください。また、当日受付にて検温を実施
します。発熱等の症状がみられる場合は、入場を
お断りする場合があります。

➍式典の前後の日程において、感染リスクの高い行
動は避けてください。

➎感染ルートの把握が必要となった場合、参加者名
簿を保健所等へ提供します。

���� 04)*/04)*/
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問政策推進課（内線 204）

01 ʪ଎ใʫຽؒڀݚॴൃදʮ֗の住みここちランキング ����ʯ

王寺町が住みここち全国 � 位にً͖ました

まちのお知らせ
OJI info

　大東建託株式会社 賃貸未来研究所（以下同研究所）に
よる「街の住みここちランキング 2020」の結果が 11
月 25日㈬に発表され、王寺町が全国１位に輝きました。　
　このランキングは、同研究所が実際にその自治体に住
んでいる人に対して居住満足度調査を行ったものです。
全国 35万 4521 人の回答を基に、各自治体を８つの項
目別に集計した結果では、「親しみやすさ」や「行政サー
ビス」、「物価・家賃の手ごろさ」が高い順位となりました。

住みここちʢ࣏ࣗମʣランキング 501��

02 ৽ܕίϩφ৘ใ
まΔʮ̑つʯの৔໘にཁ஫ҙߴછϦεΫがײ

問生涯学習課（☎ 72-1031）

　11/6 発行号でお知らせしたとおり、令和３年王
寺町成人式を開催します。新型コロナ対策により、
会場内の混雑を避けるため、อऀޢのօ͞Μ͸ϗー
ϧ಺にೖ৔͢ΔこͱがͰ͖まͤΜɻ
　また、今後の感染状況によっては変更・中止する
場合があります。あらかじめご了承ください。

▶೔ఔɿ�月��日（月・祝）10:00~（受付 9:00）
▶৔ॴɿ文化福祉センター 大ホール
▶ର৅ɿ町在住の新成人
（平成 12年 4月 2日生～平成 13年 4月 1日生）
▶ਃࠐɿ不要／他市町村に在住で、王寺町での式を
希望する人は、事前に上記問へ連絡してください。
෺ɿ対象者には案内文書を入れた封筒をࢀ࣋▶ 12
月上旬に送付します。その封筒を持参してください。
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晴
天
と
な
っ
た
１
月
13
日
（
月・

祝
）、
王
寺
町
成
人
式
を

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

１
７
７
人
の
新
成
人
が
参
加
（
該
当

者
は
２
２
３
人
）
し
ま
し
た
。

新成人が生まれた年の出来事

▶だんご３兄弟CD250万枚の大ヒット
▶瀬戸内しまなみ海道、開通
▶人気アニメ「ONE PIECE」放送開始
▶ 2000年問題の対応に追われた年越し
▶成人の日、ハッピーマンデー制度最初の適用に

　
式
典
で
は
、
主
催
者
や
来
賓
か
ら

の
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、
新
成
人

を
代
表
し
、
正
木
公
次
郎
さ
ん
と
高

月
千
里
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
20
歳
の

誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
行
事
で
は
こ
れ
ま
で

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
き
て
く
れ
た

幼
稚
園
・
保
育
園
〜
中
学
校
の
恩
師

先
生
や
家
族
か
ら
、
励
ま
し
の
言
葉

が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
新
成
人
企
画
に

よ
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
未
来
が
輝
か

し
い
も
の
に
な
る
よ
う
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 王寺町成人式

フォトレポート
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昨年の様子

ॱ位 ೥ࡢ ౎ಓ෎ݝ ମ໊࣏ࣗ ภࠩ஋

1位 12位 奈良県 王寺町 73.4

2 位 2位 東京都 中央区 73.4

3 位 3位 大阪府 大阪市 天王寺区 73.1

4 位 7位 愛知県 長久手市 72.2

5 位 9位 東京都 文京区 72.2

6 位 1位 福岡県 福岡市 中央区 71.8

7 位 11位 大阪府 箕面市 71.6

8 位 5位 愛知県 名古屋市 昭和区 71.5

9 位 6位 福岡県 糟屋郡 新宮町 71.3

10 位 17位 兵庫県 芦屋市 71.2

「生活する上で全く問題なく、ほとんど不満もな
い。そして大阪・天王寺という大都市にも電車
で 30分いないで行ける」「自然も多く、子ども
の遊び場も多い。住むには理想的な環境」など
の意見が寄せられました。ありがとうございま
す。

▶王寺ΛߴධՁした町ຽの੠

※10位以下の結果等、詳しくは上記QRコードからご覧ください

問保健センター（☎ 33-5000）

町ެࣜαΠト

全国で陽性者が増えており、国から発信される情報が増えてい
ます。今後も広報紙でお伝えしますが、最新情報を町公式サイ
ト内の特設ページで随時公開しています。ご確認ください。

　10月 23日㈮、新型コロナウイルス感染症対策分科会
より、『感染リスクが高まる「５つの場面」』の提言があ
りました。右記の５つの感染リスクが高まる場面が、皆
さんの生活の中に潜んでいないか、ご覧ください。

町ެࣜαΠトͰ࠷৽৘ใΛまͱΊ͍ͯま͢

↑項目別に情報を整理しています

▶৔໘ ��　ҿञΛ൐͏࠙਌ձ౳
●飲酒の影響で注意力が低下したり、大きな声になりやすい。
●狭い空間に長時間、大人数が滞在すると、感染リスクが増す。
●回し飲みや箸などの共用もリスクが高い。

▶৔໘ ��　େਓ਺΍௕ؒ࣌に͓ΑͿҿ৯
●長時間飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の食
事にくらべ感染リスクが高い。

●大人数、例えば５人以上の飲食では、大声になり飛沫が飛びやすい。

▶৔໘ ��　ϚεΫなしͰのձ࿩
●マスクなしでの近距離会話は飛沫感染やマイクロ飛沫感染の感染
リスクが高い。

●マスクなしの感染例は昼カラオケなどの事例も。車やバスの車中
も要注意。

▶৔໘ ׆ಉੜڞͰのۭ͍ؒڱ　��
●狭い空間の共同生活は長時間にわたり閉鎖空間が共有されるた
め、感染リスクが高まる。

●寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる事例あり。

▶৔໘ ৔ॴの੾りସΘりډ　��
●休憩時間などに居場所が切り替わると気の緩みや環境の変化で感
染リスクが高まることがある。

●休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例あり。

※偏差値が同じの場合、小数点２位以下が異なります

ਓੜの໳ग़Λ͓ॕ͍
ྩ࿨̏೥王寺町੒ਓࣜ

ୈ ࠲ߨϦレー࢙ྺ �� ճ
େ࿨のݹ౎͸͡Ί
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　デジタル巡回ラジオ体操会の「ラジオ体操 Youtube
公式チャンネル」で、町内の達磨寺、冒険の森、明神
山の３か所で地域の皆さんとラジオ体操をしている様
子が配信されています。
　王寺町体育協会や冒険の森スタッフ、和

やわらぎ
トラスト陸

上クラブの子どもたち、平井町長、雪丸、さらには聖
徳太子、達磨大師が出演している体操動画。右記QRコー
ドもしくは検索ワードからご覧ください。

問生涯学習課（☎ 72-1033）

03 ϚΠφンόーΧーυະऔಘのਓ΁
�� ݄Լ०Ҏ߱ɺ国͔Βަ෇ਃ੥ॻが࠶ૹ෇͞Εま͢

　マイナンバーカード（個人番号カード）を持っていな
い人宛てに、12月下旬以降、国から順次、マイナンバー
カードの申請書が送付されます。
　マイナンバーカードは、コンビニで住民票の写し・印
鑑登録証明書・税証明書・戸籍謄抄本が取得できたり、
マイナンバーの提示と本人であることの確認が１枚でで
きる唯一のカードです。ぜひ取得してください。

問住民課（内線 104・マイナンバーカードのこと）／国保健康推進課（内線 124・健康保険証のこと）

ϚΠφンόーΧーυが
にূݥอ߁݈

町಺の໊ॴͰࡱӨ
ラδΦମૢの :PVUVCF ಈըが഑৴͞Ε͍ͯま͢

のॴ༗ऀに՝੫͞ΕΔ஍ํ੫࢈ࢿఆݻ
Λ͓๨Εな͘ࠂΔਃ͢܎੫にؔ࢈ࢿఆݻ

06

問税務課（内線 173）

தখऀۀࣄ౳のօ͞Μ΁
΍ಛྫાஔが͋りま͢ݮ੫౳のܰ࢈ࢿఆݻ

令和３年３月（予定）から、マイナンバーカード
が健康保険証として利用できるようになります。
利用には事前登録が必要です。

…લొ࿥ํ๏ࣄ▶
●スマートフォンで「マイナポータル」アプリを
ダウンロードし、アプリ内から登録する。

●パソコンで「マイナポータル」サイトにアクセ
スし、登録する（要 ICカードリーダ）。

●国ຽ݈߁อݥɾऀྸߴظޙҩྍอݥに加入して
いる人で、ご自身で登録が困難な場合は、国保
健康推進課の窓口でサポートします。その際、
ご自身が設定した４桁のパスワードを確認した
うえで、マイナンバーカードを持参して窓口ま
でお越しください。

OJI info
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問税務課（内線 173）

令和２年中に、家屋を新築、増築、または取り壊しをし
た場合、令和３年度以降の税額が変わりますのでご連絡
ください。

土地や家屋の所有者が死亡された場合、あるいは転出等
のため第三者が納税する場合は、納税がスムーズにでき
るよう、次の届出をお願いします。
▶ॴ༗ऀが๢͘なΒΕ͍ͯΔ৔߹…相続人代表者指定届
▶సग़౳Ͱॴ༗ऀͱೲ੫ऀがҟなΔ৔߹…納税管理人申
告書（転勤等でご自宅不在になる際も転居先のご連絡を
お願いします）
※申告書、届出書は町公式サイトでダウンロード可。

●土地にかかる固定資産税は、住宅用地か、それ以外の土地かに
よって税額が異なります。

●住宅用地の課税標準額は、住居一戸あたりにつき 200㎡までの
部分（小規模住宅用地）が評価額の６分の１に、200㎡を超え
る部分（一般住宅用地）が評価額の３分の１に軽減されます。

※既に調査に伺った家屋については連絡不要です。

▶෇༩ؒظ…令和３年３月31日㈬まで

▶ର৅…新型コロナの影響により、令和２年２月から 10月までの任
意の連続する３か月間の売上高が前年の同期間と比べて 30％以上減
少している中小事業者等（個人・法人）
▶ର৅࢈ࢿ…対象となる者が所有する事業用家屋および償却資産
令和３年度の１年度分に限り軽減…ؒظݮܰ▶
಺༰…30％以上ݮܰ▶ 50％未満減少／２分の１軽減
　　　　　　50％以上減少／全額軽減
▶ਃؒظࠂ…
令和３年１月４日㈪～２月１日㈪まで（郵送の場合、消印有効）
※申告期限までに提出されない場合、軽減措置を適用できません。

▶ର৅…先端設備等導入計画の認定を受けた中小
事業者等（大企業の子会社を除く）

←申請方法など
の詳細は町公式
サイトで確認を

▶ର৅࢈ࢿ…現行の特例措置に「事業用家屋」と
「構築物」を新たに追加
಺༰…新たに課税されることとなった年度ݮܰ▶
から３年度分の固定資産税をゼロに軽減

※申込方法等は「マイナポイント」サイトで
確認してください（右記QRコード）。

←マイナポータル

���� 04)*/04)*/

　固定資産税は、毎年１月１日現在において、土地や家
屋、償

しょうきゃく
却資産（構築物、機械及び備品等のうち事業用

の資産）を所有している人に課税されます。必要な届出・
申告をお願いします。

ઌ୺ઃඋ౳に܎Δ
ྩ࿨̏೥౓ݻఆ࢈ࢿ੫౳のܰݮ
தখऀۀࣄ౳がॴ༗͢Δۀࣄ༻Ո԰ɾঈ࢈ࢿ٫に܎Δ

੫のಛྫાஔの֦ॆ࢈ࢿఆݻ

一定の事業用家屋および構築物が新たに適用対象
資産に追加されました。

まちのお知らせ

Ո԰Λ৽ஙɺ૿ஙɺまた͸औりյしたਓ΁

ೲ੫にؔ͢Δಧग़Λ͓͍ئしま͢

ঈ࢈ࢿ٫Λ͓࣋ちのਓ΁

ϚΠφポΠントͰ �
��� ԁ෼ήοト

マイナポイント事業は、消費の活性化等を目的とした国
の施策。キャッシュレス決済サービスで使えるポイント
が上限5,000 円分もらえるお得な制度です。

償却資産は、固定資産税の課税対象です。事業を営ん
でいる法人や個人は、「償却資産申告書」「種類別明細書」
を毎年提出する必要があります。
▶ఏग़ݶظ…令和３年２月１日㈪まで

※申告書は町公式サイトでダウンロード可／希望があれば郵送も
できます（上記問に連絡）。

※償却資産の所有者には、地方税法により申告する義務がありま
す。

※未申告には過料が、虚偽申告には懲役又は罰金が科せられるこ
とがあります。

王寺町໾৔Ͱਃ੥ɾަ෇ड෇த

マイナンバーカードの交付に係る手続きは、役場１階住
民課で受付けています。平日の開庁時間のほか、時間外
や休日受付も行なっています。詳細は 26ページをご覧
ください。

新型コロナの影響で中止となった「2020 年度巡回ラジオ体操・
みんなの体操会」の開催予定地であった各地域で撮影されたラジ
オ体操の動画

σδλϧ८ճラδΦମૢձͱ͸

王寺町　ラδΦମૢ ࡧݕ

事業を営んでいる法人や個人が所有し、その事業のために用いる
ことのできる機械・器具・備品等（土地・家屋・自動車等を除く）
のこと

ঈ࢈ࢿ٫ͱ͸



04)*/04)*/

かわら版おうじ暮ら し に 役 立 つ 情 報 を お 届 け

����

▶王寺町໾৔（73-2001）

▶ਫಓ෦ （73-2568）
▶஍Ҭަྲྀηンλー（33-3000）
▶ਤॻؗ（73-3398）

▶อ݈ηンλー（33-5000）
▶王寺ΞϦーφ（72-1033）
（1031-72）ہ຿ࣄҭҕһձڭ▶

▶΍ΘΒ͗ձؗ（31-5555）
▶͍ͣみεΫΤΞ（72-1800）
▶จԽ෱ࢱηンλー（32-5201）

町のہ֎ࢢ൪：0745

緑ヶ丘教室 ݄ɾਫɾۚ 畠田 6 丁目 5-26

全国珠算教育連盟正会員指導教場

畠田珠算学校

☎ 0745-33-3703

体験学習
受付中 !

お問い合わせ（平田まで）

緑ヶ丘教室

ूதྗ
಺にؒ࣌ݶ੍

ಡみղ͘νΧラ

݄ɾਫɾ݄ۚɾਫɾۚ 畠田 6 丁目 5-26݄ɾਫɾۚ

೜଱ྗ
੎࢟ຊ͸ਖ਼し͍ج

まͰޙ࠷
΍り਱͛Δ

畠田 6 丁目 5-26畠田 6 丁目 5-26畠田 6 丁目 5-26

ྗ্޲
ʮ෼͔ͬたʂʯ
ʮͰ͖たʂʯ
͔Β࢝まΔ

畠田 6 丁目 5-26畠田 6 丁目 5-26

ॲཧೳྗ
ૉૣ࣮֬͘に
෺ࣄΛこな͢

そろばんパチパチ
はじめよう !!

お気軽にお問合せ
くださいね !!

書道教室
☎ 0745-72-3404

ʢΞοトϗーϜなࣨڭͰ͢ʣ
͓໰͍߹Θͤ
ʢฏాまͰʣ

�৖ق ����� طع �৖ ����� كع

͓໰͍߹Θͤ

火ɾ໦ɾ౔ 太子 1 丁目 12-1美しヶ丘教室
�৖ق ����� طع �৖ ����� طع �৖ ����� 火ɾ໦كع

౔ �৖ق ����� طع �৖ ����� كع
໺֎ࣄߦ
しͯま͢

ͦΖ͹Μۄのεトラοϓࣨڭ
ॴ༗೶Ԃにͯ͡Όが͍΋ງり
৽೥ݪ־ਆٶ͸͖͡ॳΊ

　
　
12
月
３
日
〜
12
月
９
日
は
「
障
害
者

週
間
」で
す
。
町
で
は
左
記
の
日
程
で
、

障
害
や
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
す
る
た

め
、
町
内
の
障
害
福
祉
事
業
所
利
用
者

の
作
品
展
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

12
月
21
日
㈪
13
時
〜

１
月
８
日
㈮
12
時
／
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー  

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
り
ー
べ
る
王

寺
東
館
５
階
）

問
福
祉
介
護
課
（
内
線
１
３
８
）

　
　
「
ｅ
古
都
な
ら
」
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
町
内
各
施
設
の
予
約
申
込

み
や
、
空
き
状
況
の
確
認
が
で
き
る
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
で
す
。
操
作
に
不
安

の
あ
る
人
に
向
け
て
、
操
作
方
法
の
勉

強
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

12
月
17
日
㈭
10
時
〜

12
時
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｔ
室

（
り
ー
べ
る
王
寺
東
館
５
階
）

▼
対
象　
「
ｅ
古
都
な
ら
」
の
利
用
登
録

を
済
ま
せ
て
い
る
人
（
先
着
10
人
）

▼
申
込
み　

12
月
10
日
㈭
ま
で
に
、
下
記

ま
で
電
話
で
事
前
予
約

▼
持
ち
物　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
利

用
者
内
容
確
認
書
（
利
用
登
録
時
に
渡

し
た
も
の
）、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た

は
タ
ブ
レ
ッ
ト

問
地
域
交
流
課
（
☎
33
・
３
０
０
０
）

　
　

　
　
ゆ
ず
湯
に
は
、
血
行
を
促
進
し
て
冷

え
性
を
緩
和
し
た
り
、
体
を
温
め
て
風

邪
を
予
防
し
た
り
、
果
皮
に
含
ま
れ
る

ク
エ
ン
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
よ
る
美
肌

効
果
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
冬
至
の
日
に
入
る
と
、
無
病

息
災
で
長
生
き
が
で
き
る
と
古
く
か
ら

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り

と
温
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

60
歳
以
上
の
町
在
住
の
人

▼
と
き
・
と
こ
ろ

12
月
21
日
㈪
10
時
〜

16
時
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
文
化
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
・
畠
田
９
丁
目
）
お
よ

び
片
岡
の
家
（
本
町
２
丁
目
）

問
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
33
・
０
２
９
４
）

　
　
毎
年
12
月
31
日
に
達
磨
寺
で
実
施
し

て
い
る
、
ぜ
ん
ざ
い
の
提
供
や
福
袋
の

販
売
、
ミ
ニ
燈
火
会
は
、
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

　
　
達
磨
寺
の
「
除
夜
の
鐘
つ
き
」
は
寺

関
係
者
の
み
で
行
わ
れ
ま
す
。
一
般
の

人
は
鐘
を
つ
け
ま
せ
ん
。

問
王
寺
町
観
光
協
会
（
☎
33
・
６
６
６
８
）

▼
対
象　

概
ね
60
歳
ま
で
の
人

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
勤
務
場
所　

小
学
校
給
食
共
同
調
理
場

（
王
寺
小
学
校
内
）
／
中
学
校
給
食
共

同
調
理
場
（
王
寺
南
中
学
校
内
）

▼
勤
務
条
件　

週
５
日
勤
務
ま
た
は
週
２

〜
３
日
の
シ
フ
ト
勤
務
／
平
日
（
学
校

休
業
日
を
除
く
）
の
８
時
30
分
か
ら
15

時
30
分
（
早
出
勤
務
あ
り
）
／
時
給

９
６
３
円
〜

▼
申
込
み　

履
歴
書
を
左
記
へ
持
参
（
土

日
祝
を
除
く
８
時
30
分
〜
11
時
／
14
時

30
分
〜
17
時
15
分
）

問
小
学
校
給
食
共
同
調
理
場
／
王
寺
小

学
校
内
（
☎
72
・
１
５
７
２
）

【
看
護
師
】　

▼
対
象　
看
護
師
資
格
を
持
つ
人

▼
勤
務
条
件

●
正
規
看
護
師　
８
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
休
憩
時
間
60
分
）、
日
祝
は
固
定
休
／

土
曜
は
５
週
に
１
回
程
度
勤
務

●
非
正
規
看
護
師　
８
時
30
分
〜
17
時
30

分
の
間
で
都
合
の
よ
い
時
間
、
４
時
間

以
上・週
３
日
以
上
勤
務
で
き
る
人（
勤

務
時
間
・
日
数
応
相
談
）

▼
賃
金

●
正
規
看
護
師

24
万
２
０
０
０
円
（
月
給
）
／
ボ
ー
ナ

ス
（
年
２
回
／
３
〜
3.5
ヶ
月
／
令
和
２

年
度
実
績
見
込
み
４
ヶ
月
）
／
処
遇
改

善
手
当（
月
額
５
０
０
０
円
〜
４
万
円
）

／
退
職
金
制
度
あ
り

●
非
正
規
看
護
師　
１
５
０
０
円（
時
給
）

▼
必
要
書
類　
履
歴
書
・
看
護
師
免
許
証

▼
申
込
み　
事
前
に
左
記
へ
電
話
で
連
絡

し
（
土
日
祝
を
除
く
９
時
〜
17
時
）、

必
要
書
類
を
持
参
。

【
早
朝
・
延
長
保
育
担
当
保
育
教
諭
】　

▼
対
象　

保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚
園
免

許
を
持
つ
人

※
保
育
士
資
格
の
み
を
持
つ
人
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
条
件　
週
３
日
以
上
勤
務
で
き
る

人
（
勤
務
時
間
応
相
談
）

▼
賃
金
（
時
間
帯
に
よ
り
異
な
る
）

❶
７
時
〜
８
時　
１
３
９
０
円
（
時
給
）

➋
８
時
〜
９
時　
９
５
０
円
（
時
給
）

➌
16
時
〜
19
時　
１
１
０
０
円
（
時
給
）

※
２
種
混
合
対
象
者
で
、
３
種
混
合
１
期

の
接
種
が
ま
だ
の
人
は
、
左
記
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
費
用　
無
料
（
接
種
期
間
外
は
有
料
）

問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
・
５
０
０
０
）

　
　
精
神
障
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
支

援
を
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
「
萌
」

で
は
、
障
害
者
週
間
に
ち
な
み
、
県
民

を
対
象
に
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
「
眠
れ
な
い
日
や
気
分
が
落
ち
込
む

日
が
続
く
」「
不
安
で
仕
方
な
い
」「
精

神
科
へ
の
受
診
や
薬
へ
の
不
安
」な
ど
、

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。　
　

　
　
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
つ
ら
い
気
持

ち
に
耳
を
傾
け
、
支
援
機
関
や
制
度
の

情
報
提
供
を
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

を
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
と
き

12
月
７
日
㈪
〜
11
日
㈮
９
時
〜

21
時

▼
相
談
電
話
番
号

　
（
☎
０
７
４
３
・
��
・
５
６
３
９
）

▼
費
用　
無
料
（
通
話
料
は
自
己
負
担
）

問
社
会
福
祉
法
人
「
萌
」

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
っ
つ

　
（
☎
０
７
４
３
・
23
・
８
１
０
５
）

広報おうじ 「王伸」 を

いつでもどこでもスマホから

▼
必
要
書
類　
履
歴
書
・
保
育
士
証
・
幼

稚
園
教
諭
免
許
証

▼
申
込
み　
事
前
に
左
記
へ
電
話
で
連
絡

し
（
土
日
祝
を
除
く
９
時
〜
17
時
）、

必
要
書
類
を
持
参
。

問
片
岡
の
里
こ
ど
も
園
（
本
町
２
丁
目

／
☎
72
・
２
４
０
１
）

　
　
対
象
者
で
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人

は
、
期
間
内
に
接
種
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

❶
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
混
合
２
期

▼
対
象　
平
成
26
年
４
月
２
日
〜
平
成
27

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
接
種
期
間　

令
和
３
年
３
月
31
日
㈬
ま

で
➋
日
本
脳
炎
２
期

▼
対
象　

平
成
22
年
４
月
２
日
〜
平
成
23

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
接
種
期
間

13
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日

ま
で

※
日
本
脳
炎
１
期
の
接
種
が
ま
だ
の
人
は

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

➌
２
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
アŋ

破
傷
風
）

▼
対
象　

平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成
21

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
接
種
期
間　

13
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日

ま
で

ࠂ　޿

王
寺
町
障
害
者
作
品
展

冬
至
は
ゆ
ず
湯
に
入
り
ま
せ
ん
か

F ౎なΒݹ

催
し
・
講
座

社
会
福
祉
法
人
「
萌も

え
」
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
電
話
相
談
）

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
「
ｅ
古
都
な
ら
」

操
作
方
法
勉
強
会

健
康
・
相
談

達
磨
寺
の
年
末
行
事
を
中
止
し
ま
す

募
集
案
内

学
校
給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す

片
岡
の
里
こ
ど
も
園

看
護
師
・
保
育
教
諭
を
募
集
し
ま
す
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▶王寺町໾৔（73-2001）

▶ਫಓ෦ （73-2568）
▶஍Ҭަྲྀηンλー（33-3000）
▶ਤॻؗ（73-3398）

▶อ݈ηンλー（33-5000）
▶王寺ΞϦーφ（72-1033）
（1031-72）ہ຿ࣄҭҕһձڭ▶

▶΍ΘΒ͗ձؗ（31-5555）
▶͍ͣみεΫΤΞ（72-1800）
▶จԽ෱ࢱηンλー（32-5201）

町のہ֎ࢢ൪：0745

　
　

　
　
町
公
式
サ
イ
ト
で
、
年
賀
状
に
使
え

る
イ
ラ
ス
ト
デ
ー
タ
や
、
普
段
の
手
紙

に
使
え
る
数
種
類
の
雪
丸
画
像
を
公
開

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か

会
え
な
い
大
切
な
あ
の
人
や
、
王
寺
を

離
れ
た
遠
い
友
人
に
、
雪
丸
と
と
も
に

思
い
を
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

問
政
策
推
進
課
（
内
線
２
０
７
）

　
　
町
の
や
わ
ら
ぎ
会
館
に
あ
る
「
ス
タ

イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
Ｄ
‐
２
７
４
」は
、

美
し
さ
を
極
め
た
世
界
最
高
峰
の
ピ
ア

ノ
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
特
別
な

ピ
ア
ノ
を
、
ホ
ー
ル
の
舞
台
上
で
演
奏

し
ま
せ
ん
か
。
令
和
３
年
３
月
末
ま
で

の
期
間
限
定
で
使
用
で
き
ま
す
。

▼
使
用
料
金　

１
コ
マ
30
分
・
１
０
０
０

円
（
最
大
２
コ
マ
の
１
時
間
ま
で
使
用

可
能
）

▼
申
込
み　
使
用
希
望
日
の
10
日
前
ま
で

に
左
記
へ
電
話
申
込
み

▼
注
意
事
項　

●
令
和
３
年
１
月
27
日
㈬
〜
２
月
23
日
㈫

の
期
間
、
空
調
工
事
の
た
め
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

●
ピ
ア
ノ
の
個
人
練
習
の
み
に
使
用
で
き

ま
す
。
発
表
会
等
、
第
三
者
へ
の
演
奏

披
露
を
目
的
と
し
た
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
ホ
ー
ル
内
は
飲
食
禁
止
で
す
。

●
ピ
ア
ノ
の
調
律
は
あ
り
ま
せ
ん
。
希
望

す
る
場
合
は
別
途
費
用
が
必
要
で
す
。

●
そ
の
他
、
原
則
使
用
上
の
ル
ー
ル
は
や

わ
ら
ぎ
会
館
の
利
用
案
内
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
文
化
交
流
課
（
☎
31
・
５
５
５
５
）

　
　
左
記
の
期
間
、
各
種
証
明
書
等
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
予
定
休
止
期
間

12
月
29
日
㈫
〜
令
和

３
年
１
月
３
日
㈰
の
終
日

問
住
民
課
（
内
線
１
０
４
）

　
　
年
末
年
始
は
、
ご
み
収
集
な
ら
び
に

自
己
搬
入
の
受
入
れ
を
休
止
し
ま
す
。

日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
年
末
年
始
休
止
期
間　

12
月
29
日
㈫
〜

令
和
３
年
１
月
３
日
㈰

※
４
日
㈪
以
降
は
通
常
収
集

▼
年
末
の
燃
え
る
ご
み
最
終
収
集
日

　
　
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
っ
て
収
集
日

が
異
な
り
ま
す
。
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
で
確
認
し
、
収
集
日
の
間
違
い
や

出
し
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
　
な
お
、
有
害
資
源
ご
み
は
、
12
月
第

５
水
曜
が
年
末
休
止
期
間
に
あ
た
る
た

め
、
１
月
30
日
㈯
に
特
別
収
集
日
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

▼
自
己
搬
入
休
止
期
間

　
　

12
月
29
日
㈫
〜
１
月
３
日
㈰
の
期

間
、
ご
み
処
理
場
「
美
濃
園
」
へ
の
ご

み
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
住
民
課
清
掃
事
務
所

　
（
☎
73
・
２
５
１
８
）

　
　
年
末
年
始
は
診
療
所
等
が
休
診
と
な

る
た
め
、
医
療
機
関
の
受
診
が
難
し
く

な
り
ま
す
。　
　

　
　
救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る

人
が
迅
速
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
救

急
車
を
呼
ぼ
う
か
迷
っ
た
時
は
、
奈
良

県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
＃
７
１
１
９
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
員
が
電
話
で
応
急
手
当
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を

案
内
し
ま
す
。

※
小
児
に
つ
い
て
は
（
☎
♯
８
０
０
０
）

　
　
限
り
あ
る
救
急
車
を
、
迅
速
に
利
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

は
、
災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
情
報

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

۠෼஍۠ ೥຤ऩू೔

久度・王寺・
舟戸・葛下1丁目

12/28 ㈪
本町１～４丁目・
葛下２～４丁目

本町５丁目・畠田
12/29 ㈫

※年末特別収集元町・藤井・太子・
明神・南元町

問
西
和
消
防
署
救
急
課

　
（
☎
73
・
１
０
０
１
）

　
　
冬
季
は
石
け
ん
が
固
ま
り
に
く
く
成

型
に
適
さ
な
い
た
め
、
婦
人
会
で
実
施

し
て
い
る
食
廃
油
を
利
用
し
た
石
け
ん

と
食
廃
油
の
交
換
を
、
左
記
の
期
間
休

止
し
ま
す
。
再
開
の
日
程
は
広
報
紙
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
休
止
期
間

12
月
〜
３
月

問
住
民
課
（
内
線
１
０
６
）

旧年中はお世話になりありがとうございました

本年もよろしくお願い致します

謹 賀 新 年

ࠂ　　޿
廃
油
を
利
用
し
た
石
け
ん
の
交
換
休
止

お
知
ら
せ

雪
丸
年
賀
状
で
新
年
の
あ
い
さ
つ

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
で

ピ
ア
ノ
の
個
人
練
習
が
で
き
ま
す

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
休
止
期
間

神々の楽器とも称されるスタインウェイピ
アノの音色を、ホールで響かせてください

データのダウンロードは左
記 QR コード先もしくは、
「王寺町 年賀状」で検索し
てください
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▶໾৔ிࣷؒظۀٳɿ��月��日㈫～１月̏日㈰
ྩ࿨̎೥ ྩ࿨̏೥

ઃ໊ࢪ ೥຤೥࢝
ؒظۀٳɾؗٳ

やわらぎ会館 12/28 ㈪～ 1/4 ㈪

王寺アリーナ・
王寺健民運動場・
いずみスクエア

12/29 ㈫～ 1/3 ㈰

久度の家 12/27 ㈰～ 1/3 ㈰

図書館 12/28 ㈪～ 1/4 ㈪

文化福祉センター・
南公民館・片岡の家

12/29 ㈫～ 1/3 ㈰
※ 12/28 ㈪は清掃点検の
ためお風呂のみ休止

೥຤೥࢝のࢪઃۀٳҊ಺

休業期間でも、「婚姻届」「死亡届」などの案件は役場庁舎の宿
直が受付します。

ઃ໊ࢪ ೥຤೥࢝
ؒظۀٳɾؗٳ

地域交流センター・
町観光協会・

JR駅レンタカー王寺営業所
12/29 ㈫～ 1/3 ㈰          

保健センター 12/29 ㈫～ 1/3 ㈰

すくすく広場 12/28 ㈪～ 1/4 ㈪

雪丸カフェポエム 12/26 ㈯～ 1/3 ㈰

まっち☆ジョブ王寺・
奈良県健康

ステーション（王寺）
12/27 ㈰～ 1/3 ㈰

りー΂Δ王寺౦ؗ̑֊಺のࢪઃ



૬ஊͩΑり߁݈

健康について個別に相談に応じます。
▶೔࣌ɿ12/8 ㈫・22㈫ 9:00~12:00
▶৔ॴɿ保健センター
▶ର৅ऀɿ町在住者
※要申込み／１人１時間程度

健康づくりに関心のある人を応援。
生活習慣の改善結果を確認したいな
ど、保健師・管理栄養士が相談に応
じます。
▶೔࣌ɿ毎週土曜 9:00 ～ 16:00
▶৔ॴɿ保健センター
▶ର৅ऀɿ町在住の人
※希望者には活動量計を渡します
（町在住者 1,000 円／在勤者 2,000 円）

(FU ؾݩ �� ಈ׆ 王寺町健康増進計画に基づき活動

▶町在住者のみ対象／申込不要

Πϕント ೔ఔ
಺༰

උߟ
ؒ࣌ ৔ॴ

のཬ͍ܜ
心の健康づくり

�� ݄͸
தࢭ

おしゃべりを楽しみながら健康をGet
しませんか 喫茶

100～ 200円
10:00 ～ 15:00 地域交流センター

フリールーム３

ΧーϦンίン
運動と笑いで
健康づくり

�� ݄͸
தࢭ

体と頭を使って楽しみませんか 軽い円盤を投げ
るだけ。誰にでも
簡単にできます10:00 ～ 14:00

地域交流センター
イベント広場

のઘ͍ܜ
心の健康づくり �� ݄͸

தࢭ

仲間を作って健康をGet しませんか
10:00 ～ 15:00

喫茶　100円
昼食　100円

ΧラΦέ 13:00 ～ いずみスクエア カラオケ100円
（ドリンク付）

΋͘΋͘
΢ォーキング
運動しよう

12/10㈭・
24㈭

誰でも手軽にできるウォーキングを始め
てみませんか？ タオル・お茶

など持参
10:00 ～ 畠田公園 (南小学

校横公園入口東屋 )

問保健センター（33-5000）

૬ஊछྨ
಺༰

༧໿ɾ࿈བྷઌ
೔ఔ ؒ࣌ ૬ஊ৔ॴ

৺഑͝ͱ૬ஊ

日常生活のさまざまな悩み相談　▶第１・３週は人権相談、第２週は行政相談を併設
▶開設時間内のみ直通の電話相談可（☎ 31-1561） 住民課

（内線 106）
12/14 ㈪・21㈪ 13:00 ～ 15:00 役場１階 消費生活相談室

ҭ૬ஊڭ

臨床心理士・公認心理師による子育て相談（発達上の問題、言葉の遅れ、不登校、
学校や園生活等）　▶開設時間内のみ直通の電話相談可（王寺アリーナ／☎ 31-4152） 住民課

（内線 106）
12/24 ㈭ 9:30 ～ 12:00 ／

13:00 ～ 16:30 王寺アリーナ 1階 相談室

ফඅੜ׆૬ஊ

消費生活相談員による商品やサービスの契約に関するトラブル相談
▶開設時間内のみ電話相談可 住民課

（内線 106）12/10 ㈭・
15㈫・22㈫ 10:00 ～ 15:00 役場１階 消費生活相談室

੫຿૬ஊ
税理士による相続・贈与税など税に関する相談 　▶１組 30分／先着４組
▶電話で予約受付中 住民課

（内線 106）
12/23 ㈬ 13:30 ～ 15:30 役場１階 消費生活相談室

தೆ࿨
๏཯૬ஊ

弁護士による無料の法律相談　▶１組 30分／先着６組
▶ 12/9 ㈬から電話で予約受付（土日祝除く 9:30 ～ 17:00） 奈良弁護士会／

☎ 0742-22-2035
12/23 ㈬ 13:00 ～ 16:00 地域交流センター 練習室

（りーべる王寺東館 5階）

հޢ༧๷૬ஊ
介護福祉士・ホームヘルパー１級資格をもつ職員による介護予防相談 社会福祉協議会／

☎ 33-029412/15 ㈫ 13:30 ～ 16:00 文化福祉センター１階 相談室

ಸྑݝひ͖こ΋り
૬ஊ૭ޱ

ひきこもりでお悩みの人やその家族からの相談に、専門スタッフが対応する出張相談
▶事前予約制／電話で受付／相談時間は予約時に調整（60分程度）

奈良県ひきこもり
相談窓口／

☎ 0742-27-813012/15 ㈫ 10:00 ～ 16:00 やわらぎ会館３階 小会議室２

ೝ஌঱
なΜͰ΋૬ஊ

認知症に関する専門スタッフによる相談 福祉介護課
（内線 145）12/15 ㈫ 13:30 ～ 16:00 やわらぎ会館３階 小会議室１

֤छແྉ૬ஊ

ཁ༧໿

ཁ༧໿

ཁ༧໿

ཁ༧໿

寄せられた寄付は、
地域福祉事業に有効に活用します

上山 孝子 様から…5,000円

地元で収穫された新鮮な野菜
を味わってください。

▶೔࣌ɿ12/12 ㈯・26㈯
　　　　8:00 頃～
※雨天決行／品切れ次第終了　

▶৔ॴɿJA ならけん
西やまと支店前（本町 2-5-18）

問 JAならけん西やまと支店
（☎ 73-2026）

王寺;Ε͍͋ேࢢ

下記の日程で受付を行います。申請・交付に際し
て必要書類がありますので、事前に下記に問合せ
ください。※必ずご本人が来庁してください。

೔ड෇ɿ12/19ٳ▶ ㈯ 9:00 ～ 15:00
▶ฏ೔ؒ࣌֎ड෇ɿ毎週火・木曜 18:30 まで
▶৔ॴɿ役場１階 住民課

町内の防災行政無線が聞き取れ
なかった場合は下記の番号まで

※放送から２時間後まで／最新の放送のみ

������������

王寺町ળҙۜߦ

๷ߦࡂ੓ແઢが
ฉ͖औΕな͍࣌͸

ϚΠφンόーΧーυΛ͓࣋ちͰ͔͢
ਃ੥ɾަ෇のؒ࣌֎ड෇Λ࣮ࢪத

問住民課（内線 104）

平日役場開庁時間内は随時受付

૬ஊ߁݈

νΣοΫσー߁݈ͯͯ͘͘

ࣄߦ
಺༰

උߟɾࢀ࣋෺
೔ఔ ؒ࣌ ର৅ऀ

೛්࢈ɾ৽ੜࣇ๚໰
˞ཁਃࠐみ

助産師が各家庭におもむき、妊娠、出産、発育、発達等の相談に応じます 1人 1時間 30分
程度の訪問申込み時に相談 妊産婦・4か月までの乳児

͘͘͢͢૬ஊ
˞ཁਃࠐみ

乳幼児の発育・育児・栄養について、ひとり１時間程度の相談に応じます

母子健康手帳12日㈫・
26日㈫ 9:00 ～ 12:00 町在住者

਍݈ࣇ݄͔̐
身体計測、内科診察 問診票、

状況報告書、
母子健康手帳13日㈬ 13:00 ～ （受付） 令和 2年８月に生まれた乳児

�� ਍݈ࣇ݄͔
身体計測、内科診察 問診票、

母子健康手帳 20 日㈬ 13:00 ～ （受付） 令和２年２月に生まれた乳児

ø ਍݈ࣇ݄͔̒ࡀ
身体計測、内科診察、歯科健診、発達相談 問診票、

母子健康手帳 ７日㈭ 13:40 ～ （受付） 平成 31年４月に生まれた幼児

ù Պ݈਍ࣃࣇࡀ
歯科検診 問診票、

母子健康手帳 21 日㈭ 9:10～10:50（受付） 平成 30年５月 24日～ 6月 30日に生まれた幼児

਍݈ࣇ݄͔̒ࡀ̏
身体計測、内科診察、歯科健診、発達相談、検尿 問診票、

母子健康手帳、
検査用の尿21日㈭ 13:40 ～ （受付） 平成 29年６月に生まれた幼児

ྩ࿨̏೥１݄の݈਍
問保健センター（☎ 33-5000）▶৔ॴ　保健センター（妊産婦・新生児訪問除く）

の৔߹͋りظにԠͯ͡ɺԆگછ঱のঢ়ײ˞

04)*/04)*/ ����



͖ͯみͯਤॻؗ

ਤॻؗΠϕント 問図書館（☎ 73-3398）▶無料 ▶申込不要

火曜～金曜（月曜休館） 9:30 ～ 19:00

第１・第３の土日 9:00 ～ 19:00

上記以外の土日・祝日 9:00 ～ 17:00

▶ར༻Ͱ͖ΔαーϏε
●当日分の新聞の閲覧　●雑誌最新号の閲覧
▶ࣗ෼がआり͍ͯΔຊ΍ࢽࡶのିग़ؒظΛԆ௕Ͱ͖ま͢
館内の図書検索機やスマートフォン、パソコンから申請してください。

�� ݄ � ೔ࡏݱの։ؗؒ࣌ ਤॻؗ
ެࣜαΠト

問図書館（☎ 73-3398）

৽ץਤॻҊ಺

PMS（月経前症候群）でイライラが抑
えられない美紗は、パニック障害で生き
がいも気力も失っている山添に当たって
しまう。だが、おせっかい者同士のふた
りは…。暗闇に光が差し込む、心に優し
い物語。

໷໌͚の͢΂ͯ

新年は、おいしいおせちとごちそうで ! 
一年の始まりを祝う一の重、二の重、三
の重のほか、フライパンローストビーフ、
まぐろのペッパーステーキ、鴨鍋などお
正月のごちそうを紹介。お酒に合うおつ
まみとデザートも収録する。

͖ちΜͱॕ͍た͍৽し͍͓ͤちͱ
͝ちͦ͏ྉཧ

なぜ 1分は 60 秒なのか？πとは何か？
ウサギは何匹いるか？エネルギーは不変
か？ピタゴラスの定理からフィボナッ
チ、ニュートンなど先駆者による偉大な
「ひらめき」まで、50の歴史的発見で壮
大な数学史を概観する。

フΟϘφονの㙽

クリスマスが大嫌いな気難しいグローム
ズさんの家に、幼い兄妹がやってきた。
冷たい態度をとるグロームズさんだが、
兄妹はサンタさんに手紙を書くことに。
小さなやさしいおばけのジョージーは、
仲間たちと大奮闘して…。

͓͹͚のδϣーδー ϝϦーϝϦー
ΫϦεϚεʂ

小学 2年生のあおいは本が苦手。でも、
弟の冬馬はいつも絵本を読んでいる。風
邪をひいて寝込んでいる冬馬の手にも、
やっぱり絵本が。あおいには、どうして
そんなに絵本が大切なのかわからず…。

͓ͱ͏ͱのた͔Β΋の

ベートーヴェンはなぜこわい？指揮者っ
て演奏家なの？一番有名な春の曲は？作
曲家、ピアニスト、指揮者として活躍す
る青島広志が、音楽にまつわるエピソー
ドを紹介。

ϒϧーɾΞΠランυઌੜのिץ
͓Μが͘௨৴

Ұൠॻ ಐॻࣇ

瀬尾 まいこ／著

堤 人美／著

アダム・ハート＝ディヴィス／著

ロバート・ブライト／さく

小手鞠 るい／作

青島 広志／文と絵

地域のボランティアグループ等によるおはなし会

ଳؒ࣌ ݄ 火 ਫ ໦ ۚ ౔

9:00~10:00 利用時間

10:00~10:30 消毒タイム

10:30~11:30 利用時間

11:30~12:00 消毒タイム

13:00~14:00 利用時間

ー14:00~14:30 消毒タイム

14:30~15:30 利用時間

ଳؒ࣌ 火 ਫ

9:00~10:00 利用時間

10:00~10:30 消毒タイム

10:30~11:30 利用時間

11:30~12:00 消毒タイム

13:00~14:00 利用時間

Θ͘Θ͘޿৔ʢ͍ͣみεΫΤΞ̏֊ʣ͘͘͢͢޿৔ʢりー΂Δ王寺౦ؗ̑֊ʣ

༧໿ํ๏ʢ׬全༧໿੍ʗઌணॱʣ
・保健センター窓口もしくは電話で予約申込み
・利用する日の前の週に次週の予約可
・１つの広場１週につき２コマ予約可（１週間単位）
▶ར༻࣌の஫ҙ఺
➊自宅で検温等、健康状態をチェックしてください
➋保護者は必ずマスクを着用してください
➌妊娠中の人：感染予防のためできるだけ利用をお控えくだ
さい
ち෺　外靴を入れる袋、バスタオル࣋▶

➊時間短縮　
➋遊具の限定　
➌未就園児とその保護者のみ入室可
➍入室前後の手指消毒、手洗いの徹底
➎入れ替え時に毎回、遊具と共用部分を消毒

Լهの༧๷ରࡦΛ͍ͯͬߦま͢

৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ֦େঢ়گにԠͯ͡ɺ
ॖখɾதࢭになΔ৔߹が͋りま͢

▶ఆһ �� ਓ ▶ೕ༮݈ࣇ਍࣮ࢪのؒ࣌ଳ͸ར༻ෆՄ ▶ఆһ � ਓ

৔޿৔ɾΘ͘Θ͘޿͘͘͢͢

問保健センター（☎ 33-5000）

৔໊޿
಺༰

෺ࢀ࣋
೔ఔ ؒ࣌ ৔ॴ ର৅ऀ

子育てママの
おしゃべり cafe
『どんぐり』

子育て中のママのためのおしゃべりスペース。好きな時間に、お子さん連れで気軽にお越しく
ださい　▶未就園児以外は兄弟でも入室できません　▶申込不要
▶「親子で遊ぼう」「親子クラシックバレエ」は実施しません 水分補給の

お茶毎週金曜
12/25・
1/1 は休み

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

文化福祉
センター２階 町在住の未就園児とその保護者

パパと子どもの
なかよし cafe
『コロコロ』

イクメンパパ同士で交流しませんか。好きな時間に、お子さん連れで気軽にお越しください
▶男性サポーターもいます　▶申込不要 水分補給の

お茶
12/20 日㈰ 10:00 ～ 12:00 文化福祉

センター２階 町在住の未就園児とその保護者（パパ）

஍Ҭのࢠҭͯ޿৔

৽ܕίϩφ༧๷の͓͍ئ

▶参加前に、自宅で検温等の健康チェックをしてください。▶体調の悪いご家族のいる場
合は利用を控えてください。保護者はできるだけマスクを着用してください。▶しばらく
の間、お茶の提供はありません。おやつやお弁当の食事も不可　▶妊娠中の人の利用はご
遠慮ください。

問保健センター（☎ 33-5000）

Πϕント
಺༰

೔ఔ ؒ࣌ ৔ॴ ର৅ऀ

ϤϜϤϜ͑΄Μ

「おはなし読み聞かせ隊」の皆さんによるおはなし会
▶ֆຊ『賢者のおくりもの』『スイミー』▶ډࣳࢴ『クリスマスのかねのおと』

12/13 ㈰ 14:00 ～ 14:30 図書館おはなし室 ４歳以上向け

͓͸なし
;Ε͍͋λΠϜ

白鳳短期大学こども教育専攻の１回生によるおたのしみ会　▶ύωϧγΞλー『ねずみくんのチョッキ』

12/19 ㈯ 14:00 ～ 14:30 図書館おはなし室 ２歳以上～小学校低学年向け

にこにこ
͓͸なしձ

「青い実の会」の皆さんによるおはなし会　▶εトーϦーςϦング『すずおばさんのハーモニカ』
▶ΤϓϩンγΞλー『三びきのやぎのがらがらどん』▶ϚϦΦωοト『ピエロのダンス』

12/20 ㈰ 14:00 ～ 14：30 図書館おはなし室 ３歳以上向け

04)*/04)*/ ����
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　長年にわたり人権擁護委員として、基本的人権の擁
護と人権啓発活動に尽力された功績がたたえられ、植
田 多永子さん（写真右）、𠮷村 康子さん（写真左）の
お二人が、それぞれ法務大臣表彰を受賞されました。
おめでとうございます。

౦ژͰ੟ಙଠࢠ΢ΟーΫΛ։࠵

　10 月 24 日㈯～ 11 月４日㈬、東京日本橋にある奈
良県アンテナショップ「奈良まほろば館」にて、聖徳
太子ウィーク「聖徳太子ゆかりの里の大集合～ 1400
年御

ご お ん き
遠忌を迎えるにあたって～」を開催しました。太

子ゆかりの町として、パネル展示や明神山のVR動画、
雪丸トーク（雪丸が会話内容を認識して対話を楽しめ
る会話認識スピーカー）を展示。期間中、奈良ファン
約 8,000 人が訪れ、王寺をはじめとした、聖徳太子ゆ
かりの里の魅力を知ってもらいました。

஍Ҭにࠜ͟した׆ಈの݁Ռ

町のこΕ͔ΒΛ͑ߟΔ

λ΢ンϛーςΟングͰ
ҙ׵ަݟ

ಸྑフΝンΛઇؙが͓ͰΉ͔͑

ਓݖ༴ޢҕһがେਉදজΛड৆

　10 月 28 日㈬・29 日㈭、31 日㈯の
3日間、「まちづくり基本条例素案につ
いて」・「王寺義務教育学校」の２つの
テーマについて町の皆さんと意見交換
を行うタウンミーティングを開催しま
した。３会場でのべ 205 人の来場があ
り、テーマへの質疑応答や、町に対す
る思いが寄せられました。議事録等を
町公式サイト（左記QRコード）で掲
載していますので、ぜひご覧ください。

問政策推進課（内線 207）

　王寺町公式インスタグラム「王寺びよ
り」では、季節の花や何気ない日常、広
報紙に掲載しきれない写真などを発信し
ています。
　合言葉である#（ハッシュタグ）は、「#
王寺びより」。皆さんもインスタグラム
の投稿に「＃王寺びより」を付けて、町
の魅力を発信しませんか。

Instagram
� 王寺ͼΑりʛ王寺町ެࣜΠンελグラϜ

͸ ͡ Ί ͯ ͍ ま ͢
「#王寺びより」を付けて、投稿してください

ukizmさん　#王寺駅 の # 朝

খɾதֶੜ໺֎׆ಈ

10 月 24 日㈯、冒険の森 in おうじ（菩
提キャンプ場）で、青少年指導委員会主
催による小・中学生野外活動が開催され、
31人が参加しました。
　同委員会は毎年夏に淡路島や天川村で
野外活動を実施しており、今年は感染症
の影響で中止になりましたが、子どもた
ちは安全装置を着用して地上 10 メート
ル以上の木に登ったり、焼き板づくりを
体験。池の上をワイヤーで滑走するジッ
プラインでは少しの恐怖心と、大きな興
奮を感じながら、指導者と一緒に秋の思
い出をつくりました。

ࣗવのதͰ
Ξυϕンνϟーମݧ

人権擁護委員は、人権問題の相談や問題解決のお手伝い、人権に
ついて知ってもらう啓発活動を行っています。人権問題で困った
ことがあれば、相談してください（詳しくは P26を参照）。sumi366 さん　#舟戸神社 sktyuichi さん　#明神山  # 皇帝ダリア

感染症対策にご協力いただきありがとうございました

まちのできごと

MACHI PHOTO

஍Ҭのこͱ΍خし͍Ͱ͖͝ͱɻ王寺の͞ま͟まな࿩୊Λօ͞Μͱڞ༗͢Δίーφーɻ
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この手話の意味は、「ありがとう」。町民皆さんに知ってもらいたい言葉です

▶消費生活相談を開設しています。
　詳細は P26の各種無料相談へ

たͱ͖΍ɺ৺഑な৔߹͸ͬࠔ
ফඅੜ׆૬ஊ૭ޱ΁

ὸ �
ㆂ ㇄ ㇄

��
最寄りの消費生活相談窓口を案内

排
水
管
の
点
検
や
洗
浄
の
勧
誘
に
気
を
つ
け
て

消
費
生
活
相
談
だ
よ
り

だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
に
「
３
０
０
０
円
」

等
と
大
き
く
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
の
金
額
は
１
か
所
あ
た
り
の
費
用

で
あ
っ
た
り
、排
水
管
の
長
さ
に
よ
っ

て
費
用
が
異
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
　

費
用
に
関
す
る
詳
細
な
説
明
が
、

小
さ
な
字
で
記
載
さ
れ
て
い
た
り
目

立
た
な
い
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
事
業
者
か
ら
排
水
管
等
の
状
況
を
伝

え
ら
れ
て
も
、
鵜う

の呑
み
に
せ
ず
、
自

分
で
も
確
認
し
た
り
説
明
を
求
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
う
え
で
、

不
要
で
あ
れ
ば
契
約
は
き
っ
ぱ
り

断
っ
て
く
だ
さ
い
。

明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
12
月
27
日

の
開
業
か
ら
今
年
で
１
３
０
周
年
を
迎

え
る
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
に
は
、
明
治
時
代
の

鉄
道
用
レ
ー
ル
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ど
こ
に
残
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

鉄
道
用
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
古

レ
ー
ル
が
、
ホ
ー
ム
の
屋
根
を
支
え
る

柱
に
再
利
用
さ
れ
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
い
時
代
の
レ
ー
ル
に
は
刻
印
が
あ
り
、

そ
れ
を
見
る
こ
と
で
製
造
会
社
や
製
造

年
、
レ
ー
ル
を
発
注
し
た
鉄
道
会
社
が

わ
か
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
王
寺
駅
の
ホ
ー
ム
に
残
る

古
レ
ー
ル
の
な
か
に
「C

A
M
M
ELL 

S
.T
O
U
G
H
E
N
E
D
 S
T
E
E
L
.

W
.1890.K.T.K. SEC

351

」
と
刻
印

さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、イ
ギ
リ
ス
の
キ
ャ

ン
メ
ル
社
が
１
８
９
０
年
に
製
造
し
た

こ
と
、さ
ら
に
「K.T.K.

」
の
刻
印
か
ら
、

そ
れ
が
関
西
鉄
道
の
発
注
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
関
西
鉄
道
は
、明
治
22
年（
１
８
８
９
）

か
ら
翌
23
年
（
１
８
９
０
）
に
か
け
て
、

現
在
の
Ｊ
Ｒ
草
津
線
を
開
通
さ
せ
て
い

る
の
で
、
そ
こ
で
活
躍
し
て
い
た
レ
ー

ル
が
再
利
用
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

思
い
つ
く
ま
ま
、
歴
史
の
旅

王
寺
駅
に
残
る
明
治
の
レ
ー
ル

第
89
回

JR 王寺駅に残る古レールの刻印

ফඅऀϗοトラΠン

昨
年
度
、
２
０
０
０
件
を
超
え
る
排

水
管
や
排
水
桝
等
の
洗
浄
サ
ー
ビ

ス
の
相
談
が
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
主
な
事
例

❶
突
然
訪
問
し
て
き
た
事
業
者
か
ら「
排

水
管
を
無
料
で
点
検
す
る
」
と
言
わ

れ
て
了
承
し
た
と
こ
ろ
「
こ
の
ま
ま

で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
排
水

管
の
洗
浄
を
す
す
め
ら
れ
契
約
し
た
。

➋
料
金
３
０
０
０
円
と
書
か
れ
た
チ
ラ

シ
を
見
て
排
水
管
の
洗
浄
を
依
頼
し

た
と
こ
ろ
、
数
万
円
の
費
用
を
請
求

さ
れ
た
。

➌
「
近
所
を
回
っ
て
い
る
」
と
事
業
者

が
訪
問
し
排
水
溝
の
点
検
に
応
じ
た

ら
高
圧
洗
浄
を
勧
誘
さ
れ
た
。

▼
注
意
の
ポ
イ
ン
ト

●
「
無
料
で
点
検
す
る
」
等
と
勧
誘
し

て
く
る
事
業
者
に
安
易
に
応
じ
な
い

よ
う
に
。
断
る
際
は
「
帰
っ
て
く
だ

さ
い
」
等
と
は
っ
き
り
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

●
チ
ラ
シ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
料
金
の

条
件
や
内
容
を
慎
重
に
確
認
し
て
く

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
報
道
発
表
よ
り
）

　
手
話
の
普
及
や
環
境
の
整
備
、
聞

こ
え
な
い
人
と
聞
こ
え
る
人
が
、
互

い
を
理
解
し
尊
重
し
あ
う
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
９
月
16

日
、
町
議
会
に
お
い
て
王
寺
町
手
話

言
語
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
手
話
は
、
音
声
言
語
と
体
系
こ

そ
は
違
い
ま
す
が
、
文
法
や
仕
組
み

が
同
じ
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
普
段
の

生
活
の
中
で
、
聞
こ
え
な
い
人
た
ち

が
い
る
ん
だ
と
気
付
い
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

と
話
す
の
は
、
手
話
通
訳
者
と
し
て

活
動
す
る
森
下
美
津
子
さ
ん
で
す
。

　
森
下
さ
ん
が
手
話
を
知
っ
た
き
っ

か
け
は
、
20
代
の
こ
ろ
で
す
。「
大

分
県
の
銀
行
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

窓
口
で
待
っ
て
い
る
人
が
い
た
の

で
、
声
を
掛
け
た
の
で
す
が
、
反
応

が
な
く
て
」
と
当
時
を
振
り
返
る
森

下
さ
ん
。
そ
の
と
き
、
は
じ
め
て
聞

こ
え
な
い
人
の
存
在
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。「
一
時
間
近
く
も
待
っ

て
い
る
の
に
、『
ま
だ
で
す
か
』
と

声
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が

い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
気
付
け
な

い
私
た
ち
が
い
る
の
だ
と
知
り
ま
し

た
」。

　
気
付
い
た
か
ら
に
は
、
何
か
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
行
動
し

た
森
下
さ
ん
は
、
手
話
を
学
べ
る
場

所
を
探
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
な
い
時
代
、
電
話
帳
を
繰
っ
て

も
見
つ
か
ら
ず
、
新
聞
記
事
で
同
じ

思
い
を
持
つ
仲
間
を
募
り
ま
し
た
。

「
５
人
の
有
志
が
集
ま
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
主
人
の
転
勤
に

合
わ
せ
て
全
国
各
地
を
転
々
と
し
な

が
ら
、
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

王
寺
で
の
活
動
は
17
年
以
上
に
な
り

ま
す
」
と
話
を
続
け
ま
す
。「
20
年

前
は
、
聞
こ
え
な
い
人
の
依
頼
を
受

け
て
病
院
に
通
訳
者
と
し
て
行
っ
て

も
、
席
を
外
す
よ
う
医
師
に
言
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
手
話
を
必

要
と
し
て
い
る
か
ら
私
た
ち
通
訳
者

を
呼
ん
で
い
る
の
に
―
―
。
聞
こ
え

な
い
人
の
思
い
が
尊
重
さ
れ
な
か
っ

条
例
制
定
が
気
付
き
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
―
―

た
時
代
も
あ
っ
た
ん
で
す
。今
で
は
、

テ
レ
ビ
中
継
で
通
訳
者
が
出
て
く
る

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
感

慨
深
く
当
時
を
思
い
出
す
森
下
さ
ん

に
、
条
例
制
定
後
の
町
に
つ
い
て
聴

き
ま
し
た
。

　
「
手
話
は
、
外
国
語
を
学
ぶ
よ
う

に
難
し
く
、
す
ぐ
に
習
得
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
聞
こ
え
な
い

人
が
日
常
の
中
に
い
る
こ
と
に
気
付

い
て
も
ら
う
こ
と
が
は
じ
め
の
一
歩

で
す
。
気
付
き
が
広
ま
り
、
も
っ
と

み
ん
な
が
住
み
や
す
い
町
に
な
れ
ば

と
願
い
ま
す
。
ま
ず
は
『
あ
り
が
と

う
』
か
ら
は
じ
め
ま
せ
ん
か
」
と
森

下
さ
ん
は
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

森下 美津子 さん手話通訳者
この町ͰɺਓͱਓΛつな͙町ຽΛ঺հしま͢

制定後、条例制定に尽力してきた仲間たちや町議員、町
長らとともに記念撮影

つな͙ਓ

しɺख࿩Λ঺հしま͢ɻࡌΛ࿈ࣄهൃܒใ͓͏͡ʮ王৳ʯͰ͸ɺ৿Լ͞Μ؂मの΋ͱɺྩ࿨̏೥１݄߸Αり޿▶
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文
ᑸ
い
ǖ
Ƹ

俳　

句

川　

柳

短　

歌

王
寺
町
文
化
協
会

川
柳
・
短
歌
・
俳
句
部
会

←町公式 Facebook では、雪丸編集長が王寺のホットな話題について、肉球タイピングを駆使してお届けしています。

お便りは
裏表紙を見て
送ってね！

雪
丸
編
集
長
の
部
屋

寄
せ
ら
れ
た
お
便
り
を
紹
介
！

▼
ま
ち
の
ご
み
事
情
特
集
に
つ
い
て

●
ご
み
問
題
は
本
当
に
大
き
な
課
題
で

す
。
こ
れ
以
上
無
駄
を
出
さ
ず
そ
れ
ぞ

れ
が
少
し
ず
つ
工
夫
を
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
が
、
企
業
努
力
も
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
野
菜
の
過
剰
包
装
、
パ
ッ
ク

詰
め
、
お
肉
や
野
菜
の
ト
レ
ー
な
ど
な

ど
。
コ
ロ
ナ
渦
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
容
器

が
ま
た
増
え
ま
し
た
。
消
費
者
と
企
業

双
方
で
意
見
交
換
す
る
の
も
い
い
か
と

思
い
ま
す
。

（
葛
下
／
Ｋ
・
Ｉ
さ
ん
）

●
王
寺
町
は
他
の
町
と
違
っ
て
有
料
ご

み
袋
じ
ゃ
な
い
の
で
、
つ
い
分
別
せ
ず

に
そ
の
ま
ま
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
分
で
も
で
き
る
こ
と
を
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
本
町
／
そ
う
そ
う
さ
ん
）

み
ん
な
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で
す
ね
。
今
月
号
の
目
次
ペ
ー
ジ

に
も
ご
み
の
量
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
！

▼
フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

●
孫
が
載
っ
て
い
た
の
で
親
戚
に
自
慢

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
応
援
に
も
行
け

な
か
っ
た
の
で
、
撮
影
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
舟
戸
／
さ
っ
く
さ
ん
）

子
ど
も
た
ち
の
写
真
っ
て
、
見
る
だ

け
で
元
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
ぼ
く
も

そ
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
魅
力
を
高
め
な
け

れ
ば
…
！

▼
思
い
つ
く
ま
ま
、
歴
史
の
旅
に
つ
い
て

●
私
は
片
岡
神
社
の
こ
と
は
知
り
な
が

ら
遠
目
に
見
る
く
ら
い
で
お
参
り
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
今
ま
で
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
住
む
町

に
は
い
ろ
ん
な
歴
史
、
想
い
を
持
っ
た

場
所
や
存
在
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
通
り
過
ぎ
て
い

る
場
所
を
振
り
返
っ
て
見
て
み
よ
う
と

思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

（
王
寺
／
の
り
こ
さ
ん
）

な
に
げ
な
い
町
の
ス
ポ
ッ
ト
、
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
紹
介
し
ま
す
ね
。

▼
編
集
後
記

多
く
の
人
た
ち
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ひ

み
つ
の
花
火
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
に
残
る
思
い
出
に
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
今
月
号
の

鉄
道
特
集
は
い
か
が
で
し
た
か
。
皆
さ

ん
の
花
火
の
感
想
、
駅
の
思
い
出
、
ぜ

ひ
お
便
り
で
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
花
火
の
撮
影
に
失
敗
し
た
村
田
）

※
11
月
６
日
発
行
号
に
掲
載
し
た
川
柳
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
再
掲
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

わたしのオン、オフ。

ձࣾࣜג
γϟΠンܳ޻

冨
ふ じ い
士井 徹 さん

　

入
社
15
年
目
の
冨
士
井
さ
ん
は
、

フ
ッ
素
加
工
の
下
地
処
理
を
さ
ま
ざ
ま

な
製
品
に
施
す
重
要
な
工
程
を
任
さ
れ

て
い
ま
す
。「
お
客
様
か
ら
預
か
っ
た

製
品
を
、
専
用
の
機
械
で
処
理
し
て
い

ま
す
。
ガ
ラ
ス
や
鉄
と
い
っ
た
素
材
、

そ
れ
に
大
き
さ
や
形
、
そ
れ
ぞ
れ
に
調

整
が
必
要
な
ん
で
す
」
と
話
す
冨
士
井

さ
ん
。「
加
工
の
要か

な
めで
経
験
が
も
の
を

い
う
職
人
業
で
す
。
ま
だ
ま
だ
一
人
前

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
生
涯
、
修
行
で

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
冨
士
井
さ
ん
が
手
に
持
つ
雪
丸
フ
ラ

イ
パ
ン
は
、
町
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
全
国
で
リ
ピ
ー
タ
ー
も
生
み

出
す
ヒ
ッ
ト
商
品
で
、
こ
の
フ
ラ
イ
パ

ン
に
も
フ
ッ
素
加
工
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。「
熱
伝
導
が
よ
く
、
食
材
が
く
っ
つ

き
に
く
い
の
が
自
慢
。
愛
着
を
持
っ
て

使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

冨士井さんが働く㈱シャイン工芸は、
フッ素加工（テフロン加工）・セラミッ
クコーティングといった機能性コー
ティングをメインに手掛け、中国やベ
トナムにもグループ会社を置くグロー
バルな会社です。実は、日本で流通し
ているメイドインベトナムのフライパ
ンの多くは、㈱シャイン工芸で製造さ
れています。▶雪丸フライパンの購入
等の問合せは㈱シャイン工芸まで（畠
田4-242-2 ／☎ 32-3581）。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
派
の
冨
士
井
さ
ん
の
趣

味
は
釣
り
や
温
泉
巡
り
、ゴ
ル
フ
で
す
。

「
休
日
は
同
僚
た
ち
と
海
で
夜
釣
り
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
帰
り
道
に
温
泉
に

浸
か
る
と
、
も
う
最
高
の
息
抜
き
。
や

る
気
ス
イ
ッ
チ
が
め
っ
ち
ゃ
入
る
ん
で

す
。
明
日
か
ら
も
仕
事
頑
張
る
ぞ
と
、

元
気
に
な
り
ま
す
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
る
冨
士
井
さ
ん
。
身
体
を
動
か
す
こ

と
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

　
明
石
海
峡
大
橋
が
見
え
る
明
神
山
山

頂
の
景
色
が
お
気
に
入
り
の
冨
士
井
さ

ん
は
、「
天
気
が
い
い
日
だ
と
、
今
日

は
く
っ
き
り
見
え
る
か
な
と
、
期
待
し

て
ふ
ら
っ
と
登
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ

ね
。
た
だ
、
王
寺
南
中
学
校
出
身
な
の

で
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
山
頂
ま
で
登
っ

た
当
時
の
つ
ら
い
記
憶
も
よ
み
が
え
り

ま
す
け
ど
ね
―
―
」
と
笑
い
な
が
ら
話

し
て
い
ま
し
た
。

夜
釣
り
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

温
泉
に
ゆ
っ
く
り
と
浸
か
る
―
。

こ
れ
が
最
高
の
息
抜
き
。

オン
職
人
と
し
て

一
生
涯
、
修
行

オフ

ʲࢴ໘にొ৔しまͤΜ͔ʳ町内のお店・事業所で働く王寺町民を随時募集しています。詳細は政策推進課（内線207）までご連絡ください。

町内にあるたくさんのお店や事業所で働く、王寺町民の仕事とプライベートに迫るコーナー。近所のあの人の仕事ぶり、お休みぶりをご覧ください。

集中力を高めて業務に臨む
冨士井さん。職人の眼差し

夜景を見ながら釣りを楽し
む極上の時間

疲
れ
を
癒
す

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
休
日

自社自慢の雪丸フライパンを携える冨士井さん。地域では消防団員としても活動しています

ਓ̐ݖίϚまΜが 皆
マ
ス
ク
歩
き
ス
マ
ホ
の
街
空
し

妻
に
見
る
花
の
短
さ
強
か
さ

退
屈
な
前
頭
葉
に
青
い
棘

ナ
ン
ク
ロ
で
脳
を
チ
ク
チ
ク
刺
激
す
る

喜
怒
哀
楽
寄
り
添
う
友
が
い
て
く
れ
る

赤
貧
に
耐
え
て
発
酵
繰
り
返
す

ゴ
ミ
箱
に
パ
セ
リ
の
愚
痴
が
捨
て
て
あ
る

投
書
し
た
一
石
波
紋
に
も
な
ら
ず

各
務
温
子

須
田　

博

岩
田
和
子

柚
木
涼
子

福
西
禮
子

胡
内
敏
雄

菱
木　

誠

谷
川
憲
司

花
水
木
白
花
あ
お
葉
い
ま
赤
き
実
そ
し
て
紅も
み
じ葉

へ
コ
ロ
ナ
と
共
に

人
気
無
き
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
佇
め
ば
淋
し
さ
よ
り
も
怖
さ
先
立
つ

枝
と
い
う
枝
あ
ま
す
な
く
花
咲
き
し
庭
の
る
り
ま
つ
り
秋
と
ど
め
た
き

真
夜
覚
め
て
南
の
空
に
十
五
夜
の
明
月
窓
よ
り
独
り
占
め
な
る

奈
良
公
園
鹿
に
餌
を
や
る
人
数
人
麻
酔
効
か
せ
て
角
切
る
と
言
う

萬
谷
桂
子

盛
一　

環

中
川
慶
子

芝
池
小
夜
子

太
平
美
津
子

※

着
ぶ
く
れ
て
ち
ょ
っ
と
無
口
に
な
っ
て
を
り

鳴
き
止
め
ば
又
さ
み
し
さ
や
虫
の
声

天
辺
に
柿
三
つ
残
し
竿
納
む

広
き
空
雲
入
れ
替
は
る
秋
の
暮

あ
つ
あ
つ
の
味
噌
汁
う
ま
し
冬
に
入
る

新
米
炊
く
常
よ
り
少
し
多
く
炊
く

雲
流
れ
山
風
来
た
る
冬
隣

塩
川
雄
三

宮
村　

操

長
谷
川
紀
美
子

本
多
紀
代
子

五
十
嵐
廣
子

井
ノ
上
久
雄

三
輪　

薫



ΫΠζΞンέート

▶ΫΠζ
Q．町の発展にかかせない役割を果た
してきた JR王寺駅は、ついに開業 130
年を迎えます。さて、その記念すべき
日は 12月何日？

ʰ�� ݄ʓ೔ʱ

▶Ξンέート
①今月号でよかった内容や写真を教え
てください。
②取り上げてほしい内容や人・団体・
企画を教えてください。
③広報に関するご意見・ご感想・メッ
セージをお聞かせください。

クイズとアンケートに答えると、正解者に抽選で雪丸フライパンをプレゼント！（１名様）12/25 ㊎消印有効

▶Ԡืํ๏
クイズの〇〇に入る言葉を記入
し、住所・氏名・年齢・アンケー
ト回答・ペンネームを書いて、ご
応募ください。

【メール】yawaragi@town.oji.nara.jp
件名：「広報クイズ 12月号」まで
【ハガキ】政策推進課まで

←町公式
サイトで
も回答可

▶先月号の答え：非密
８通の応募がありました

クイズとアンケートに答えると、正解者に抽選で雪丸フライパンをプレゼント！（１名様）12/25 ㊎消印有効

熱伝導がよく、食材が
くっつきにくい雪丸デザ
インのフライパン

ਓޱの͏͖͝ʢྩ࿨ � ೥ �� ݄຤ࡏݱʣ　人口 24,183 人（+29）　世帯数 10,556 世帯（+19）　男 11,470 人（+10）　女 12,713 人（+19）

■
発
行
年
月
日
／
令
和
２
年
12
月
4
日
㈮
　
 ■
発
行
・
編
集
／
王
寺
町
役
場
 政
策
推
進
課
　

■
〒
636-8511　

奈
良
県
北
葛
城
郡
王
寺
町
王
寺
2
丁
目
1-23　

■
TEL 0745-73-2001　

■
FAX 0745-32-6447
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地
域
が
舞
台
。
人
が
主
役
。
広
報
お
う
じ
「
王
伸
」

2
0
2
0

N
O
.7
16

王
寺
町
広
報
紙

߁
㆓ㆄ㆛ㆂ

੣ちゃん　H29.7.14 生

２人とも元気で
大きくなってね !! 大好き♥ 二人仲良く元気に

過ごしてね！大好きだよ♥

ླ
す ず な

ちゃん　R1.5.20ࡊ 生

毎日たくさんの癒しと幸せを
ありがとう♥

༘
ゆ ず は

Ӌちゃん　R1.12.7 生

෨
ㆵ ㆄ ㆨ

ਓちゃん　R1.9.26 生

毎日元気いっぱい！色んな
ところにお出かけしようね♪ 元気にすくすく大きくなって

ね厴

ܒ
け い た

ଡちゃん　R1.9.18 生
これからも元気に楽しく
過ごそうね！

ඦ
も も か

ʑ花ちゃん　R1.9.28 生 ହ
㆟ ㆂ ㆗

ちゃん　R1.11.13ࢸ 生

明るく元気で
活発な男の子になってね♥

●保護者からお子さんへの
　メッセージ

●お子さんの名前・生年月日

͘͘͢͢ʂ
王寺ͬこ
皆さんが撮影した王寺のアイ
ドルたちを、町のみんなで共
有し、思わず笑顔になるコー
ナー。ほっこり。

裏表紙の「すくすく王寺っこ」コーナーでは、
これまで 10 か月児健診時に撮影した写真を

お披露目していましたが、コロナ禍で撮影が困難に
なっています。そこで、ご家庭で撮影した素敵な写
真をメールで募集しています。

▶ਃࠐみɿ住所、氏名、連絡先、お子さんの名前（ふ
りがな）、お子さんの生年月日、お子さんへのメッ
セージ（20文字まで）を記入し、写真データを添
付して、seisaku-k@town.oji.nara.jp 宛てに送信
してください。

※10 か月児健診対象のお子さんを優先して掲載します。
※過去に掲載したお子さんも、掲載後１年が経過していれば掲載できます。
※一緒に兄弟姉妹が映る場合は、名前（ふりがな）、生年月日を明記してください。

Λɺ町のօ͞Μにಧ͚まͤΜ͔ʁإΜのস͞ࢠ͓

๬
ㆿ ㇆ ㆄ

༎ちゃん　H28.4.27 生
૵
あお

ちゃん　R1.5.20 生
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